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はじめに

中華人民共和国

黒竜江省松轍平原林旬県農地復旧･保全計画プロジェクトファインデインク調査

内蒙古自治区鳥蘭察布盟砂漠化防止生態農業建設計画フォローアップ調査

報告書

はじめに

この報告書は､海外農業開発コンサルタンツ協会(Agricultural Development Consultants

Association: ADCA)が1999年6月29日から7月15日までの期間に現地調査を実施した中華人

民共和国の二つの農業開発プロジェクト案件について調査結果を取りまとめたものである｡

① プロジェクトファイデイング調査(無償資金協力)

｢黒龍江省松轍平原林旬県農地復旧･保全計画｣

AgricuJturaJ Improvement & Conservation Project in Lindian Country. Songnen

Plain

② フォローアップ調査(間発調査)

｢内蒙古自治区鳥蘭察布盟砂漠化防止生態農業建設計画｣

EcologlCaJ Agricultural Development Project on Desertificati.n Z.ne in

WuJanchabu Prefecture

｢黒龍江省松赦平原林旬県農地復旧傾全計画｣は､
1998年8月に発生した桧花江上中流の大

洪水被災地の復興救済と貧困状態にある農民の所得向上を目的とした農業開発計画を日本政府の

無償資金協力を得て実施するため黒龍江省人民政府が要請の準備を進めているものである｡松赦

平原に位置する林旬県は上記洪水によって最も甚大な被害を受けた地域であり､また､異能江省

内で最も貧困な県の一つであり､現在､国内各地からの義援金､政府資金や国連等からの救済資

金と被災地住民の努力によって力強く復旧が進めれれている｡黒龍江省政府は､林旬県を洪水被

害からの復興と貧困状態にある農民の生活水準向上のモデル地区として位置付けいる｡

｢内蒙古自治区烏蘭察布盟砂漠化防止生態農業建設計画｣は､
1998年3月にADCAプロジェク

トファインデイング調査として実施した農業開発調査案件であり､同年10月に内蒙古自治区

政府から国家科技部に要請書が提出されているが､国家科技部から自治区政府の他案件(農業プ

ロジェクト方式技術協力)との調整の必要があるとの指示によって､中国政府から日本政府側へ

の正式要請は未だなされていない｡今後､早急な正式要請と調査の実施を促すことを目的に国家

科技部及び内蒙古自治区政府関係者と協議を行った○同時に上記プロ技案件に関する境地調査と

情報収集を行った｡

-
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はじめに

調査団はADCAの委嘱を受けた北海道開発コンサルタント株式会社海外事業部の下記2名から

なる｡

石川 尚 団長/農業担当 北海道開発コンサルタント㈱ 海外事業部技師長

王 強 農村社会･経済/通訳担当 北海道開発コンサルタント㈱ 海外事業部主任技師

調査団は､北京での中央政府関連機関との意見交換･情報収集､黒龍江省及び内蒙古自治区人

民政府との協議,対象地区人民政府､関係機関との意見交換･協議､並びにプロジェクト対象地

区調査を行い付-1に示す17日間の調査行程で現地調査を行った｡

中国政月引ま､経済発展の遅れている北部や中西部､特に農村部の経済開発を重視している｡ま

た､ 1998年夏に轍江･松花江流域及び長江流域に発生した洪水による大災害に対しては､緊急を

要する救済復興と長期的展望のもとに洪水村策を進めているが､被災地では復興資金や機材が十

分でなく､国際的な支援を必要としている｡また､内陸北西部地域は気象の変動要因も加わり､

砂漠化が進行しており､砂漠化防止と持続的農業発展を目的とした日本政府からの技術協力と経

済協力を強く希望している｡

中国政府関連機関､黒龍江省政府､内蒙古自治区政府は､これら案件の早期実施を要望してい

る｡特に､貧困地域である黒龍江省林旬県人民政府及び内蒙古自治区烏蘭察布盟人民政府､並び

に両地区の住民は､貧困を脱却し21世紀の発展の基礎を築くためプロジェクト実施を熱望して

いる｡

現地調査期間中､多大なご協力とご指導を賜り､また､現地の案内､種々の情報をいただいた

方々の名簿を付-2に記載し､皆様に厚く感謝の意を表します｡
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付-01現地調査行程

現地調査行程

日順 l月日 l行程 宿泊地

1 6月29日(火)
成田発10:25∋(JL781)⇒13:15北京着

北京
黒龍江省農牧庁関嘩者と現地調査行程打ち合わせ

2 6月30日(水)
9:00国家科学技術部表敬

北京
資料収集(地図､統計書等)

3 7月01日(木)
北京発9:10⇒(CA1150)∃lo:00呼和浩特着

呼和浩特
自治区科技委.自治区農牧庁打合わせ

4 7月02日(金)
呼和浩特⇒(車柄)⇒集寧市

集寧
烏蘭察布人民政府打ち合わせ.項地調査

5 7月03日(土)
集寧市⇒(車柄)⇒呼和浩特

呼和浩特
プロ技センター候補地｢農牧業科技園区｣調査

6 7月04日(日)
呼和浩特発7:35∋(CA1127)∋8:20北京着､

北京
資料整理

7 7月05日(月)
北京発13:00=〉(CA1623)⇒14:50恰ホ浜､

恰ホ浜
省農牧漁業庁表敬.調査予定打合わせ

8 7月06日(火) 省農牧漁業庁会議 恰ホ浜

9 7月07日(水) 恰ホ浜市農業科学研究所､及び太平鋲現地調査 暗示浜

10 7月08日(木) 呼蘭地区現地調査､呼蘭地区関係者打合わせ 恰ホ浜

ll 7月09日(金)
恰ホ浜∋(車柄)⇒林旬県､

大慶
現地関係機関と打合わせ

12 7月10日(土) 林旬地区現地調査(四合郷災害地.水稲生産地) 大慶

13 7月11日(日)
林旬地区現地調査(種子繁殖基地.旧種子繁殖基地災害

大慶
地.種子加工施設.温室栽培施設.温泉利用施設)

14 7月12日(月)

林旬地区現地調査(三合郷地区.礼龍自然保護区.

吟ホ浜東升水庫)

林旬県∋(車柄)⇒恰ホ浜

15

7月13日(火)l省農牧漁業庁.林旬県人民政府と打合わせ 恰ホ浜

16 7月14日(水)
吟ホ浜発10:40∋(CA1604)⇒12:30北京着

北京
資料収集(農業出版社)

17 7月15日(木) 北京発14:50⇒(JL782)⇒19:10成田着
l
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1黒龍江省

第1編黒龍江省松轍平原林旬県農地復旧･保全計画

1.1 計画の背景

この計画は､黒龍江省松轍平原で1998年の6-8月にかけて発生した洪水被害の農業生産復興､

並びに貧困地域の農業生産改善と発展を目的としているo黒龍江省政府は松赦平原で最も甚大な

洪水被害を受け､かつ貧困県である林旬県を対象地区として､日本政掛二無償資金協力の要請を

準備している｡

l.l.1 松轍平原の現状

松赦平原は松花江とその上流､赦江流域に広がる極めて平坦な地域であり､
4つの地区級市､

21の県市からなる総面積73･000km2の地域である.松赦平原には､省都の恰ホ浜市や中国第一の

石油生産地大慶市が位置している｡広大で平坦な地形からなる土地条件､恵まれた水資源､比較

的肥沃な土壌条件から中国の重要な食糧生産基地となっている｡

松赦平原の耕地面積は300万ha (4,500万畝)､主要な農作物はトウモロコシ､大豆､水稲､

小麦､馬鈴薯､甜菜､読菜､高梁であるoこの内､水稲は中国北限に近い生産地であるが､日本

の温床苗代技術の導入によって最近20年足らずの間に生産量と作付面積が飛躍的に増加した作

物である｡読菜生産は､露地､温室ともに恰ホ浜､大慶､チチハルの大都市の需要を賄うために

開放経済･農家の土地請負政策を背景に都市近郊を中心に急速に増加した作物である｡

大都市近郊では収益性の高い経済作目の導入､農外収入の増加によって農民の所得が向上した

が､一方､遠隔地では豊富な土地資源があるにもかかわらず､食糧作物に特化した生産構造､水

利施設や防災施設等の生産基盤整備や生産技術の遅れ､農外就業機会等農外収入の不足によって

農民は貧困に甘んじている現状である｡松赦平原21県市における1997年の農民1人当り純収入

(人均純収入)は下記のとおりであるo大慶市とチチハル市に位置する県の人均純収入が低い｡中

でも林旬県は最も低く､国家級の貧困県としの指定を受け､貧困救済事業が進められている｡

松轍平原農民の人均純収入(1997年)
市県名 人均収入(元/人)

暗示浜市

呼蘭県 2,508

賓県 2,097

依蘭県 2,554

方正県 2,689

阿城市 2,552

双城市 2,408

巴彦県 2,503

木蘭県 2,237

通河県 2,-~029

市県名 人均収入(元/人)

媛化市

安達市 2,623

筆東県 2,550

蘭西県 2,321

青同県 2,160

大慶市

筆州県 1,751

筆源県 2,105

林旬県 1,050

杜ホ伯特蒙古族

自治県 1,198

資料:黒寵江統計年鑑(1998)
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市県名 人均収入(元/人)

チチハル市

龍江県2,303

泰来県 1,381

甘南県 1,328

富裕県 2,342

(参考)

黒龍江省 2,308

中国平均 2,090
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l.1,2 松轍平原洪水被害の状況

1998年6月から8月にかけて敏江･松花江流域において､下記のような数次に及ぶ豪雨よっ

て未曾有の洪水が発生し､甚大な災害をもたらした｡

第1次降雨: 6月中下旬 敏江流域で平均降雨200皿､最大降雨330皿､轍江及びその

支流甘河で洪水発生

第2次降雨: 7月1卜22日 赦江の支流域における降雨のため洪水発生

第3次降雨: 7月24-28日 赦江右岸側支流城の降雨100-200皿､最大降雨253mm､観

測史上最大の流量となり洪水発生

第4次降雨: 8月上中旬 赦江流域における最大雨量393mm､敏江のピーク時流量

14, 800m3/sec (300年来の大洪水)
､桧花江恰ホ浜地点での最高水位120･

89m､

最大流量17,400皿3/sec (過去最大であった1957年に比べそれぞれ0･8m､

5, 200m3/sec上回った)

洪水は主に桧赦平原のチチハル･大慶･恰ホ浜､及び三江平原の佳木斯･双鴨山等の赦江と桧

花江沿いで大きな被害を引き起こした｡全省の被災人口は850万人以上､災害農地面積は297万

ha､そのうち収穫が無かった農地が230万ha､冠水草原面積は120万ha､死亡した大家畜は16･1

万頭､さらに倒伏家屋､破損道路･橋､通信施設､企業施設等の仝省被害総額は291,1億元に達

した｡

松赦平原では耕地面積300万haのうち､ 167万ha(2,500万畝)以上が被害を受け､前年の1997

年の食糧生産量が900万トンであったのに村し､ 1998年は洪水によって700万トンと約200万けの

減産となった｡

農業分野の被害は作物被害のみでなく､農業生産や農村生活基盤施設の被害､耕地の越年湛水､

冠水による農地の生産力低下､種子生産圃場被災による供給種子の不足等の問題が発生している｡

地域の農民は､政府財政､国内各地からの義援金や国際的な支援を得て､崩壊家屋の再建､河川

堤防の改修･構築､排水路整備等の災害復旧を進めているが､ 1年近く経過した99年7月時点に

おいても-部では湛水状態が継続しており､耕作不能となった耕地､畑地への回復が困難な耕地､

耕地防護林の枯死､湛水による土壌のアルカリ化等の問題が発生した0

大規模な被害は発生の原因の一つとして､生態農業建設の遅れがあげられており､水土保持､

上流域の植林､小流域の保全開発､急傾斜地耕地の土地利用転換､耕地防護林の整備等を重視し

た開発を重視している｡

黒龍江省政府農牧漁業庁は､大慶市の林旬県をモデル地区として災害復旧と農業開発を進めて

-8-
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いるが､資金･横材の不足のため日本政府に無償資金協力要請の準備を進めている｡林旬県を対

象モデル地区とする理由は下記のとおりである｡

1.2

松轍平原の中部に位置し､最も農業･農村被害が激しかった純農村地帯である｡

国家級の貧困県に指定されている｡

桧赦平原の気候条件を代表し､食糧作物･油料作物･読菜類･牧畜等松赦平原における代表

的農業生産が営まれており､松轍平原貧困地帯の今後の発展モデルとなる｡

県内農民は災害を克服し､経済発展に対する意欲と昏巨力が高い｡

県人民政府は災害復旧及び農業･農村発展計画をすでに作成しており､この計画を実施･

運営する人的･技術的能力はあるが､資金･機材が不足している｡

プロジェクト対象地域

1･2･1 林旬県の位置･自然条件

林旬県は黒龍江省桧赦平原の中西部､北緯46o 44,-47o 29,､東経124｡ 18,-125｡ 21,､の間
に位置している｡総面積は3,747km2､東西と南北方向にそれぞれ最大距柾が約80血1範囲にある｡

林旬県は行政的に大慶市に属し､吉林省から恰ホ浜を経由し内蒙古自治区に通じる幹線国道301

号が県の中央部を通過しているo恰ホ浜-大慶間は既に高速道路が開通しており､大慶-チチハル

間の高速道路も21世紀初頭の着工が計画されている○林旬県は大慶市とチチハル市間の距離は

121k皿あり､林旬県はその中間に位置する｡

国道301号

吉林省ー吟ホ浜
198 km

103 km
チチハル→内蒙古自治区

林旬県の気候は大陸性温帯気候区に属し､春季乾燥､夏季高温多雨､秋季低温､冬季は長く寒

冷の特徴があるo年平均気温は2･3℃､有効積算気温1,258℃､年降水量300-400皿､平均年蒸

発量1,623皿n､年日照時間2,740､無霜期間は約125日間である｡

地形は敏江が形成した平坦な平原からなり､北東部-南西部の165m-135mの標高で極めて緩

やかな1/3,000程度の傾斜であo県の北西部の東升水庫下流域にかけては国家級の湿原自然保護

区である｢礼龍自然保護区｣を含む大規模な湿原が広がっている○自然保護区は鶴をはじめ､多

種の野鳥が繁殖､生息している｡県内には下記の2,っの自然河川(轍江支流)と2つの水路が流れ

ている｡

烏裕ホ河:北東部の小輿安嶺を源流として西流し､林旬県の北西部に位置する東升ダム

に流入する｡礼龍自然保護区の水源の一つである｡

双陽河(北双陽河) :林旬県の東側に位置する依安市の丘陵地からの排水を受ける低湿地

を水振とする小河川であるが上記の北部引轍河と交差している｡林旬県北部の
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四合郷､三合郷を経由して礼龍自然保護区に流入する｡

北部引赦河(北部引轍総幹渠) :赦江上流部の訴河市付近で取水し､林旬県の東北部を経

由して林旬県や大慶市のほかに5県市を対象した供水を目的とした幹線用水路

である｡

中部引赦河:地図上の路線は不明､東升水庫からの用水路?

また､県内には東升ダム(貯水量117百万m3)と零家抱ダム(貯水量3.72百万m3)の2つの

平原ダムがある｡

林旬県は地下水が豊富であるとともに､県内各地で豊富な地下温水(温泉)が確認されている｡

温水の深さは2,000m程度､水温は40-100℃､資源量は1,810億m3とされている｡県内には既

に温水井戸が14井あり､水質試験結果から人体に有効な成分を含んでおり､飲用､浴用として

治療用の効能がある｡現在､ 3井が浴用･飲用･暖房用に､ 1井が温室暖房熱源として利用され

ている｡

分布する土壌は炭酸塩草旬土と炭酸塩チェエルノーゼムが約80%､このほかにナトリウム章

句土､草旬砂土等で､全体に塩･アルカリ土が覆っている｡有機物層は30cm前後､有機物含量2

-5%､ pHは7.5-8.2である｡

1.2.2 林旬県の社会経済条件と農業

林旬県は8つの郷､ 2つの鎮､ 6つの農林牧漁葦場などからなり､さらに125の行政村､ 569

の自然屯から構成されている｡ 1997年末現在､総人口は25.3万人､その内19.4万人(77%)

が農業人口(農業戸籍人口)､総戸数は67,700戸､農家数は46,172戸である｡

林旬県資料によると1997年時点における土地利用は下記のとおりである｡耕地面積と草地面

積が大きく､農民1人当りの平均耕地面積は､ 0.44ha､農家当り平均は1.86haである｡葦地は

礼龍自然公園内を含め製紙用原料としての葦を採取している面積である｡

林旬県の土地利用

土地利用 面積(ha) 比率(%)

耕地 83,700 22.3

(水田) (12,000) (3.2)

草原 100,000 26.7

葦地 `32,000 8.5

林地 23,000 6.1

水面 21,000 5.6

その他 115,000 30.7

合計 374,700 100.0

注: - その他は､居住地･施設用地･道路･水路等

.資料:林旬県
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1997年の県内給生産額(RGDP)は745･35百万元､そのうち第1次産業が437.17百万元で59%

を占めており､周辺や同規模の県と比較しても高い比率である○第2次､
3次産業の生産額とそ

の比率ははそれぞれ､ 158･63百万元(21%)､ 149･55百万元(20%)である(黒龍江統計年鑑)｡また､

同年における農林牧漁業給産値では､農業:林業:畜産業:漁業の比率は､
62:1:31:5となってお

り､県の経済は農業と畜産に負うところが大きい｡

主要な農作物はトウモロコシ､水稲､大豆､小麦､高梁､馬鈴薯等の食糧作物､油科作物とし

てのヒマワリ､読菜(露地及び温室)でるo近年の主要食糧作物の作付面積はトウモロコシ

30,000ha(耕地面積の36%)､水稲12,000ha(14%)､大豆6,000ha(7%)､小麦6,000ha(7%)､経済作

物は合わせて29,00地a(36%)となっている｡ 1997年における生産量は食程が32.3万トン､油科作

物が4･000トン､甜菜が7･9万トンであった｡しかし､度々発生する早魅や洪水･湿害及び塩･7ルカ

リ土が広く分布しているため農業の生産性は概して低い｡食糧作物のうち､水稲は日本からの温

床畑育苗技術の導入によって､単収の増加と安定化が進み､最近10年間に急速に増加作付面積

が増加したものである｡製紙用原料として収穫している湿原葦の生産量は6万トンに達する｡

畜産部門は､豊富な草地資源を背景に乳牛､肉牛､綿羊､山羊を飼養しているほかに､豚も重

要な畜種である｡乳牛の比率が高いのが特徴である｡
1997年末現在の飼養頭数は下記のとおり

である｡

林旬県の畜産(1997年)

単位 数量

豚飼養頭数 頭 109,478

羊飼養頭数 頭 144,675

大家畜飼養頭数 頭 79,522

黄牛 頭 22.485

黄牛 頭 22,598

馬 頭 28,823

豚牛羊肉生産量 トン 9,440

乳生産量 トン 50,000

羊毛類生産量 トン 550

資料:黒龍江省統計,林旬県資料

以上のような1次産業を背景に､乳加工(粉乳)､葦パルプ工場､甜菜糖加工等の農畜産物加

工が発達している｡､なお､甜菜糖加工工場は､
1998年洪水によって甜菜生産が壊滅状態となっ

たため現在操業が中断されている｡

1997年に串ける林旬県の人均純収入は､1,050元でこれは黒龍江省内67県満のうちで下カi6

3番目であり､省全体の平均2,308元､大慶市8県･市の平均1,649元と比較しても少ない｡こ

のような情況から､中国国務院は林旬県を国家級貧困県の一つに指定して､重点的な貧困対策事

業を進めているo 1998年の林旬県人均純収入は災害によって807元に減少した｡

-
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1.2.3 林旬県の洪水被害と復旧活動

1998年7-8月の轍江流域に発生した連続豪雨は林旬県に､特に大きな被害を及ぼした｡ 8月

1日から15日までの半月の県内平均降水量は275mm､最も多かった林旬県北部の三合郷,四合郷

では324mに達し､これは地域の年間雨量に相当する｡ 8月13日には双陽河の流量が540m3/sec､

最高水位は警戒水位を0.81cm上回る164.81mに達した｡翌14日に堤防が決壊し､三合郷と四合

郷の全域が浸水したのを含め､ 10の郷鋲､ 125の行政村､ 569の自然屯､ 44,620戸､ 177,000人

83,700haが被害をうけ､その内､特に被害が大きかったのは85村､ 180自然屯､ ll,150戸､39,500

人にのぼった｡災害が原因で貧困戸となった農家が約10,600戸にのぼり､その結果全県の貧困

戸が13,333戸､ 54,665人となった｡洪水被害の概要は下記のとおりで､被害総額は10･7億元

にのぼった｡特に､北部､北東部の四合､三合､東輿､隆山､及び花園の5つの郷における被害

が甚大で､被害総額が4.3億元に達した｡

一
浸水耕地面積は79,000ha(全県耕地面積の95%)､被害発生面積73,000ha(89%)､収穫

皆無面積58,000ha(71%)｡三合郷と四合郷の23,333haは全面積が収穫皆無であった

一
種子繁殖基地(原種場)が全域冠水全滅し､翌年の種子供給が全く不可能になった

-
111村､ 356自然屯が浸水あるいは孤立し､全県で5,524戸の14,491部屋が崩壊.#崩壊

した｡危険となった部屋数27,007部屋､災害による死亡は3人､移転人口は63,855人､

2万人以上が住居を無くした

一
全章地面積の850/.に相当する85,000haが浸水し､牧草損失量14万け

一
大家畜565頭､家禽類5.5万羽､豚5,240頭､羊11,528匹が死亡

一
温室157棟が崩壊した

一
夜水林地17,000ha(全林地面積の60%)､枯死林面積6,000ha

一
橋の流出16ケ所､及び酒渠19ケ所､林旬一俵安間､林旬一明水間､国道301号など19ケ

所､ 52k皿が洪水によって冠水

一
電灯線28ケ所､ 36.5血l､変圧器32台が破壊

一
被災した学校31､衛生所12ケ所

上記のような甚大な被害に対して､海外からの支援､国内各地からの義援金､各級政府財政支

援を受け､政府の指導下で自力救済を進めている｡緊急事業として住居､食糧､医療､燃料､通

学を確保するため下記を実施した｡

一
被災民住居の再建を最優先として､ 1,543戸､ 3,820部屋を建設､ 6,524戸､ 27,007戸を

修復､仮住居2,691戸､ 3,703部屋を建設

一
学校10ケ所､養老院1ケ所の再建

一
冬季凍結前に排水ポンプの動員と排水路の整備によって農地の排水を行い春季の播種に

備えた｡ 17,36ohaの排水を行い湛水状態から回復したが､ 1,500haは排水ができないま

-
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ま越冬し､翌年の作付ができなかった｡

一
双陽河の河川堤防の修復及び新設

一
破壊された道路･橋梁の修復

一 林旬県は北東から南西方向に極めて緩い地形勾配に沿って数条の排水路が設置されてい

る｡この機能を発揮させるための維持管理と整備･補修が行われてたが､組織的な維持

管理や整備はまだ実施されていない

一種子繁殖基地の移設･整備:洪水前の種子繁殖基地(トウモロコシ､大豆､高梁)は県
東北部に位置し､ 98年洪水によって全開場が湛水し､収穫皆無､さらに99年播種時に

おいてもかなりの面積が湛水状態であったため､今後の洪水災害対策を含め種子繁殖基

地を県南西部への移設を決定した｡

同時に林旬県は､中長期的計画のもとに農業発展､生産性向上､貧困解消を目的として水稲生

産の拡大､地下熱源を利用した温室栽培､アルカリ土壌の改良などを計画している｡しかし､災

害によって財政が緊迫しており国際的な支援を必要としている｡

1. 3 林旬県の農業復旧計画

1.3.1 計画概要

対象受益者:

･林旬県の農民(林旬県をモデル地区として松赦平原の貧困農民に拡大)
上位目標:

･農業生産の条件が整い安定した農業生産活動によって農業が発展し､農民の貧困が解消さ
れる

プロジェクト目標:

･洪水による災害が復旧し､自然災害に強い農業生産のシステムが整備され､農民の所得が

増加する

成果:

1県内で必要な優良種子の安定的供給ができる

2 塩･アルカリ土が改良される

3 水稲が増産される

4 温室栽培の読菜等が増産される

5 洪水被害や早魁被害が減少する

活動:

1新設種子繁殖基地の藩慨施設を整備;種子繁殖基地の倉庫､種子加工施設を整備する;

種子繁殖基地の農民に種子生産技術を普及指導する｡

2 土壌の透水性改良深耕起を行う;作物の茎､葉､切株､根を砕断して土壌中に鋤込む;

緑肥を栽培し鋤込む;排水改良で地下水位を低下させ､塩類･アルカリ分の上昇を抑止し､

溶脱を促す;機械管理運営組織の強化｡

-
13

-



1黒龍江省

3 水稲共同育苗施設の整備;移植･収穫の機械化;栽培技術の普及:利用者組織育成;

水田適地の畑地から水田-の作付転換;水田鹿渡施設の整備｡

4 高能率温室の設置;地下温水の熱源利用;花井･薬草等の新規作物の導入;

栽培技術の普及;市場の開発･流通改善｡

5 排水施設(排水路･ポンプ施設の整備) ;潅概施設(取水施設･用水路整備､地下水開発) ;

施設維持管理組織の強化;.機械整備技術の強化｡

投入

1地下潅概施設整備(井戸掘削､用水ポンプ､用水路､電気施設) ;

種子繁殖基地の倉庫､天日乾燥場､乾燥機の整備;

種子加工機械の整備(精選機､包衣機､計量･包装施設､発芽試験施設) ;

種子生産指導技術者の配置;

2 大型トラクタ-と心土耕プラウ,深耕プラウ､茎葉鋤込みプラウ等の整備;

簡易土壌試験機の配置;土壌改良指導技術者の配置;

機械維持管理組織の強化(農機管理砧)｡

3 育苗用温室の設置及び温室内作業機器類の整備;水稲移植機･水稲収穫機の整備;

栽培技術指導員の配置と訓練;水田造成及び鹿渡施設整備;利用者組織の設立｡

4 温室建設;地下熱源利用;施設利用者･生産者組織の設立｡

5 用排水路建設;井戸掘削機械の整備;施設維持管理組織の強化(水利隊) ;機械整備･維持

管理組織の強化

1.3.2 種子繁殖基地移転復旧

林旬県の種子繁殖基地が準水によって壊滅的被害を受け､種子繁殖基地を移設せざるを得ない

情況となった｡移転した種子繁殖基地の整備並びに旧繁殖基地の水田転換に必要な基盤の整備が

急務である｡

林旬県に必要な食糧作物(トウモロコシ､小麦､大豆､高梁)の種子は県内東北部東輿郷に位

置する林旬良種場で繁殖生産していた｡この種子繁殖基地は元来国営原種場の一つであったがそ

の後県の所管となり､県政府農業局管轄下の種子公司の種子繁殖農場として運営されていた｡良

種場は低平地に位置し,小規模な浸水被害は度々発生していた｡良種場の耕地面積は530ha(8,000

臥)､戸数268戸､人口950人である｡

1998年の豪雨のため東側を流下する北部引赦河の氾濫によって農場のほとんどが浸水し､当年

の種子生産が皆無となるとともに農地のうちかなりの面積が湛水状態のまま凍結したため99年

は種子繁殖ができなくなった｡この情況から､県人民政掛ま種子繁殖基地を県南部の花園軌土移

設することを決定した｡順良種場は低平地の土地条件を活用して､水田に利用変更した｡ 99年

春に農民動員によって水田造成を行い水稲栽培技術の訓練を続けているが､潅瓶用水の設備など

は未整備で､洪水時がらの湛水している水を利用している現状である｡
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一方､新設の種子繁殖基地の耕地面積は530ha (8,000畝)既存農民-の種子生産技術の指導

を進めつつ契約栽培によって種子生産を開始したo 99年7月現在､ほぼ計画どおり順調に進め

られているoしかし､新基地は辛魅を受けやすい土壌条件であるが､藩概施設のほか乾燥施設､

倉庫などは未整備であり､今後早急な整備が必要であるo同時に種子加工設備(精選､薬品処理､

包装等の機械)を整備する｡今後､種子生産耕地を1,000haに拡大し､トウモロコシ(ハイブリ

ッド)､小麦､大豆､高梁の種子を合計3,250トン生産する計画である｡旧繁殖基地の水稲栽培技

術､新繁殖基地の種子繁殖技術は､県農業局の技術普及員と種子公司の技術要員が指導･普及す

る｡

1.3.3 塩･アルカリ土改良

林旬県をはじめ桧鍛平原には､塩アルカリ土壌(炭酸ナトリウム章句土)が広く分布しており､

生産向上の阻害要因となっている｡長年月にわたり､農民と農業技術者は土壌改良に努力し､か

なりの成果を得たが､今回の水害のため広い面積が冠水によって再びアルカリ度が上昇し生産性

が低下した｡県内83,700haのうち､約50%を村象にアルカリ土の改良を計画的に実施する｡具

体的には下記の処置を組合せて実施する｡

一 大型トラクタ一による土壌の透水性改良を図るための心土耕(深桧翻)､深耕

一 線肥の栽培

一 有機質肥料の増肥

一 石膏(Gypsum､硫酸カルシュウム)の施用

一
作物茎葉､切株･根の土壌還元

一 排水路整備によって地下水位を低下させ､表層の塩アルカリを洛脱させる

1･3･4 水稲生産拡大･栽培技術改善

今回の洪水被害を受けて林旬県は､洪水による湛水に強く､過剰地表水を一時的に貯水する機

能をもち､ ≠壌に適応性する水稲栽培の面積拡大を計画している｡林旬県には2つの自然河川､

2つの用水路､東升ダムがあり､また､地下水も豊富であることから水資源に恵まれている｡気

候的には生育期間がやや短いが､温床苗代を利用した水稲栽培は安定した生産実績を持っている｡

県農業局は､現在の水田面積12,000haを､将来計画で30,000ha(全耕地面積の36%)までに拡大

する計画をもっているo水田の拡大は現呪畑地からの水田転換で､主に地表水資源に恵まれてい

る四合郷､三合郷､東輿郷､宏偉郷､隆山郷を重点とする○林旬県は､水田面積拡大に必要な藩

概排水施設ヤ水田造成等の土地基盤整備を計画している｡

同時に栽培技術の向上と儀一化､作業効率の向上､適期作業を目的とした水稲共同育苗センタ

ーの設置､機械移植面積の拡大､収穫の機械化を計画している｡最も水稲栽培の経験がある四合､
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三合､東興を中心に150棟の育苗センター設置を計画するとともに､現在人力作業のため適期作

業が難しい移植と収穫の機械化を計画している｡

水稲の技術普及に関しては､疎植栽培､深層施肥､機械化栽培等の栽培技術の普及させるため

に､東北農業大学の王守徳先生を県の水稲専門家として招精している｡

1.3.5 地下温水利用温室建設

林旬県は､黒龍江省の大中都市である大慶市とチチハル市の中間に位置し､都市生活者の読菜

供給生産基地として有利な立地条件にある｡既に露地読菜や冬季の温室読菜の生産基地となって

いる｡特に長葱､白菜は林旬県が主産地となっているなど露地栽培のほか､太陽熱利用に加熱施

設を敷設した43型温室が普及し読菜類の周年栽培が行われている｡冬季の遊休労働力の活用と

農家所得の向上を目的に温室栽培をさらに発展させる計画としている｡熱源には､県内に広く存

在する地下温水を活用して生産費の削減させる｡温室作物として､読菜のほかに､アロエ､食用

菌類､花井等を既に試験的に行っている｡農業局は先進的温室栽培技術の導入を進めるため東北

農業大学の先生を招請している｡

1.3.6 洪水対策･水利開発

大雨､洪水対策に必要な排水路網の建設整備と定期的な椎持管理が必要である｡これに必要な

建設機械が十分でない｡また､降水量が少なく､恒常的な早魅被害が発生するため､畑作物の潅

概施設を整備する必要である｡畑作物の港概はほとんどの場合､地下水が利用されている｡

1.4 総合所感

林旬県は1998年の洪水被害がもっとも激しかった県であり､ 1年近く経過した98年7月時点

においても住居､交通施設をはじめ生活基盤等の緊急を要する復旧を進めているが､今後は農業

生産の回復､経済活性化と経済復興によって貧困問題を解決するための基礎を固める必要がある｡

これに対して､県政府は災害復興と農業生産発展の具体的計画を作成している｡しかし､この計

画の実施には､甚大な洪水被害による経済活動の停滞や財政不足によって資金が不足しており､

日本政府の無償資金援助に期待を寄せている｡

計画の目的､事業実施の緊急性､及び県が作成した計画内容の熟度から､この計画書をもとに

日本政府の無償資金協力の要請書を提出することが可能と判断できる｡

98年の洪水被害は黒龍江省松轍平原と三江平原の広い範囲で発生したが､林旬県は最も被害

が大きかった県であり､かづ､以前から貧困県として扶貧事業の村象県であったことから､災害

復旧と農業開発を目的としたモデルプロジェクトとして位置付けられる｡
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プロジェクトの内容は､種子繁殖基地の復旧､土壌改良､水稲生産の拡大･水稲栽培技術の向

上となっており､既に村象地区にある技術の活用や改善､施設の復旧など技術上､維持管理上の

問題はないと判断できる｡なお､新たに整備が予定される､水稲育苗センター､トラクターや水

稲栽培機械等の管理運営､維持管理等については､受益者農民も含めて最善の方法とする必要が

ある｡

事業実施の管理機関は､黒龍江省農牧庁､実施機関は林旬県政府となり､林旬県の農業局と水

利局が実施の中心となると想定される｡これらの機関はこれまでの実削､ら管理運営面､技術面

の十分な能力を持っていると判断できる｡

林旬県は無償資金協力の要請書を現在作成中であり､県政府の原案(未定稿)を付-14に添付

する｡この原案は省農牧漁業庁､省政府との協議を経て､国家に提出される予定である｡要請の

内容はほとんどが機材となっているが､機材の調達先に関して､中臥日本､第3国を含めた総

合的な検討が必要である｡
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付-11案件概要

ADCA P/F 平成11年度 実施案件概要

農業･農村開発協力案件(開発調査､

様式1-1

中華人民共和国
People's Republ ic of

China

地区名

相手国

担当機関

黒龍江省大慶市林旬県

黒龍江省農牧漁業庁､

林旬県人民政府

1.事業の背景

黒龍江省桧赦平原林旬 県農地復旧･保全計画
Agricultural Improvement & Conservat ion Project in Lindian

Country, Songnen Plain

Lindian Country, Daqing City,

Depart∬1ent Of Agriculture,

Hei longJ ユang Province

Government

Hei longj 主ang Province

血imal Husbandry & Fishery,

of Lindian Country

黒龍江省桧鍛平原は､中国有数の穀倉地帯で食糧自給の重要生産基地である｡
1998年8月松花

江､敏江流域に発生した大洪水は被災農地面積250万ha､
22%の食糧減産となった｡農産物-の

被害のみでなく､農産物の生産基盤､農村生活基盤に大きな被害をもたらした｡現在､被災農民の

自力と中央及び黒龍江省政府の財政支援によって被災住宅の再建､河川堤防の修復等生活基盤の復

旧を進め､さらに農村経済の安定と発展を目指した自然災害に強い生産基盤と農業生産支援の整備

を進めようとしているoしかし､甚大な被害のため､資金と機材が不足しており国際的な資金協力
が必要となっている｡

黒龍江省政府は､下記の理由から松轍平原の中央部に位置する林旬県を災害復旧と今後の農村整

備のモデルとして整備するため日本政府に無償資金協力を期待している｡

･松赦平原21県のうち､最も甚大な洪水被害を受けた

･松轍平原の代表的自然環境条件にあり周辺地域の復旧モデルとなる

･黒龍江省で最も貧困な県の一つ(国家指定の貧困県､ 1997年人均純収入は1,050元で全省の
下位から3番目､ 98年は災害のため807元)である

･種子繁殖基地が水害で壊滅し､農業生産のため復興に急を要する

･地域で拡大を計画している水稲生産地としてのポテンシャルが高い

･県内農民､県人民政府が災害復興と貧困解消に対して強い意欲を持っている
林旬県は､災害復旧､貧困解消を目的として緊急に必要な事業として､ ①洪水で壊滅した種子繁

殖基地の移転復旧整備､ ②洪水の湛水によって物理性､化学性が悪化した塩･アルカリ土の改良､
③湛水被害の軽減と適地適作を目的とした畑地の水田転換及び水稲栽培技術の機械化による標準

/r.
/~:ヽ ､1l

化､ ④洪水対策建設機械及

2.事業概要

洪水対策建設機械及

び指揮訓練連絡機材整備を計画

び指揮訓練機材:ハやックホウ､

している｡

種子繁殖基地の移転復旧:トウモロコシ､小麦､高梁､馬鈴薯の優良種子3,250ト姓産規模の新設

種子繁殖基地1･000haを整備する｡潅概施設(地下水潅概用井戸掘削75井)､種子庫(1,000m2)､

乾燥場(12,000m2)､種子加工施設(乾燥機､精選機､包衣機等)整備する

堤.アIWl)土の改良:対象耕地面積44･000hao下層土の透水性改良､深耕､作物茎梓砕断鋤込､

緑肥栽培等｡ 220ha毎にトラクト･心土破砕7｡ラウ･茎梓砕断機･茎梓鋤込7｡ラウを各1セフ憧備する
畑地の水田転換及び水稲栽培技術の標準化:水田整備o読菜用温室兼用の育苗施設150棟及

び育苗施設機械一式｡水稲移植機40台､水稲収穫機12台などの農業機械､及び栽培技術訓練

3.事業費概算

総事業費約67.0百万元

4.特記事項

られる｡

(9.9億円)､

災害復旧が主目的であ

7oルトサす等の排水路管理機械｡車両等

うち､日本側要請金額45.0 百万元(6.6億円)

林旬県は既に災害復旧の全体計画を作成しており､直接無償資金協力に結びつけることが可能と

判断できるo土壌改良､水稲栽培､種子繁殖に関する計画は松赦平原地域のモデルとして位置付け

り早急な実施が必要である｡
P/F調査団の構成

担当部課

石川 尚､王 強

北海道開発コ

海外事業部 担当者

P/F実施期間 1999年6月29日-7月15日
ンサルタント㈱

石川尚･有沢俊明

- 19-

関連企業
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水稽生産整備地区(三舎地区)

新設種子繁薙基】也

旧種子繁殖基地
(洪水被災地･水田転換地)

洪水妓育甚大地区(家屋全盛等)



付－13　嶺地鯛資写．鼠

四合郷地区の洪水被災によ

る家族崩壊の状況

ほとんどの農家は日干しレ

ンガ家屋のため洪水によっ

て崩壊している

同上

同上

ー21－



何-13 境地明査写F

住宅が全壊した姓蒔(自簸

屯)は荏IE]官金によって各

地でレ-/ガtf.宅の建設が行

わ)1.~rいる

rrll
_L



付-13 農地調査写弟

氾怒Lた取得何の埠防と場

外地

同上の堤内地

_23-

同上場内地の砥水t:よIPて

枯死している林地



付-13 現地明査写又

_24
-

旧種子繁殖轟穐

畑作物の種子生産が不町放

とな17浪水Lた農地を水田

に転換r_たo混蔽用水Q)辛

当ではできておらず洪水に

よる湛水を利用しているo

苗不足や移柄糊の遜れによ

d7)て生育ほ不良

旧種子蔀憩基地の集蕗



付113 現地鞘査写生

-25-

旧授子紫相基地のBl鞄磯子

唖(レンガの変色湖が淡水

水位)

節IIく薩匝Lた頼子菊地悲

他の状況.蹄負剛でトrL!モ

t3コシ穐子生簾7'f行-Jてい

るが湛漉鵡股尊が来襲師

同上の塩明看板



何-13 現地明査写JL

ー26-

国台地F,の水EElと耶水路

同上の水田

県内各地に見ちれる災･'Ei故

暗中紫のt..1d)の作紫テント



何113 現地調査写鼻

東升ダム[平原水庫)堰堀

-27 -

同上取水鴇旺

髄升ダム下靴の札舶壬招府自

然保漣Li



何-]3 痩地用査写JI

一28-

新Lく醍EF,Lている温妄施

設(L･ンガ製)

同上(･我人P)土壁馴

温室の捜触給淵となる地-f

吉見水井戸



付-14無償案件要請書草案

日本充倍婆金援助

申 清 市

串浦臼豪l手早人詫共和国

-T_W蛋称:芸文江省林旬鼻先后依夏生戸壬麦劫項冒
牢肩領塩: (1)基地建没8日1.91月元人民而

(2)器材提供3,6$l;09.'h'元人民而

亭常会顧‥4, 500万元人民臥所今:ら;.,1'i,n7)ヨ元

年塘単位:黒澄江省衣鞍削ヒ庁

主管軒1 :黒充f.i:.省人民政府

項目其施后的連行執1 :林旬具人Ee.'政府

-29_



I.gl'目 概 要

1-.項日背景

(･-･)中庸墳El/i_E域的兜状･

･#.旬具住子黒光江西執松放平原北現地赴先登124c
18,

至125o 21I

,北劉6o
44′至47o 29′之rBl..乗属子大淀市c

全具共8卓2鎮6十和本牧迫茸臥125/卜行政,il. 569十自然屯｡

恩人口25･3万^,家出人ロ19･4万^'幅員両税37. 47一万公風

耕郎･ 37方公取気候得点属北温帯大抵季)x1.eL.晩年平均ミ

温2･3AC, Ej照2,74叫＼机有数祝温l,258'C,尤苗窮12.5天左

右,年降水量在300-4Q鳩米之臥林旬基境内自然賛歌幸吉,

有事原10万公取林地2.3方公頃,･葦塘3.2万公取年;pt芦葺

6万時;競内流壁間余白然河沈(阜袴/S河..淑和河〕
,甫灸

人工河流(北部弓慨河､宇部引放汚)
,筒十岸谷分別丸17

イ乙立方米和372方立方米的水窪(京升水庫､富家泡水庫);

境如〔部是逼近属名的笥9,有大量珍禽弄鳥;境内葱武者放

兵事富的地熱努風水深手富,.熱漁穏定,而且水温高,水原

罪,具有友展温泉熱辞此的破格伏勢却綜今井炭利用併任′林

旬具有友展衣北都牧此生戸掃天彼岸的条件,不収具有手富的

自然安臥二筋且産帝大城市,;ド幕工地区,i乳大気､水源等

~
I

自然杯旗不受汚凱是炭尿袋色J始･g食品的塵想塞乱立旦

毎年群棲立郎万公軌水槽1･2万公取大豆O.6万公tBR,小麦

o･6万公tR',其宅作物及坐済作物2･9万公取分別占耕地両群

的36%､ 14%､ 7%､ 7%和36%｡ 1g9時全異国大粒食息戸只

舶7万札単戸70公斤,次村人均収入只郁o7元｡全長盲牧

･､は戸炭農水半一衆,平均水平カ年年初午存F_2.4万夫､黄
年存桂2･45万央･･山塊羊12.9-h･只一生猪14万央,肉戸品戸蜜

15･140恥年戸鮮助50,000私宅戸部50軌 盲故地息戸僅

り乙丸収占:R北見P=僅的3O%左右B

L)項日額城壁持解放的同感

1･林旬鼻貧困的よ豊原出

林旬具是国奔院魂走的重点貧困具之-,美質田的主要原

針--是土地資源条件敦差t林旬具土壌大多卦瑛吸盆黒輯土

却草旬黒蛎土,属重盆確区,土壌有机成合貴低,土地席滞,

衣作物声量低､故益差B二是知的基碓没施建没野点,墓相

樽見衣出水利没施不配蜜,R御自然文書的能力牧鳳雛-

97三年PE重早大之后,98年又池戸量的供帝文乱造成全長困

文数A'6,･916FJ､困火退貧3,50,JP.土足馳的生戸錯杓単

一,不能形成戸出,市功占有能力^･蝿,敦盛牧差｡四是衣民

約科学文化東成放伐,触生戸的技木､手段落后,科技的市

2
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･化卑怯,限制丁生戸的笈乱歩年来人均牧人始終在千元左右

排掴｡

2/九人年jR重的洪所衣害情況

九八年麦秋之交,由子我具及双田河上帝鼻扮蓮棒大到暴

風位干上軒的双田河水庫起大流量稚洪,如之客氷像人使我鼻

遭受丁百年不通的特大洪茂夫乱造成全具12討＼村､56叶自

然屯44,620戸, 17.7万人和8.37万公頃料地全部受丸某*,

11叶村3561＼自然屯被湾或薮洪水団凱重文村85十,重文屯

la叶,重文戸1ll150戸,重文人口39,500^'全鼻貧困人u

送到13,333戸, 54.665口^,.全旦英側崩居塵14,491rgJ,形成

7危庚27,
007rFl,-ff番人口63,855人:全長耕地受文8. 37万公取

成文雷研7. 3万,公取幾戸面秋5.8プラ■公峡,分別占全農耕地雷

秋的94.9%, 88.6%朝70.6%:i.OU.O公頃神子基地全部神祭.

草原愛犬讃モ朋.5万公恥占全量草原両歌的85%;林地受文

面秋1,7万公頃,占全長林地d]'釈的6O%,死亡幼林政iRO.6万

公軟;死亡大牡盲565央,苧9ttll,528只;韻崇鴇亀銭路28

赴36.5公里,/R珪器32乱水製公勝餅梁16座,水繋公路淘19赴,

水穀林依､明尤､水位､林葛､林田公路和301回送路面52公

里･,莫大筆削1ff,安夫Ji生院所12十｡洪喪失書道成全具互

接埜済薮失10イ乙元以1.全旦以･Zg今､三今､東栄､隆山,衣

国五十彰舟最貢(附表1-1)

3

3.来后椀夏生J*--qt駄的其転向廟

林旬具是九ノし年全省遭受洪漢文害最重的具俊之-'温顔

大書不収造成戸重的生鮮撮失,而且給金具的生悉杯境和水地

生戸農作造成了FE重的破恥-是土環弟分流失F乱地力下

悼,土壌腐植庚台童障到2%以下,衣作物戸景観滅:=是次生

盆涜化加範士壌PH佳由腹釆的8･2上升到8･7以上;三是和子

基地被破*,影哨了全長的衣出生戸伏臥 使全具衣此的恢真

性生戸受到限制;四是生窓外境受到戸重破取壊色櫨被破柿

平鼠全長森林覆被率由原釆的8%下降到6%,草原戸重退化,

戸量下軌有0.6 'jj-公頃草原画境期水泡而大量生食iiL孝和水

生性森革s項目g'域的五十卓也是上述rul題最卦戸重的区域,

迭些同感如不発取切其措施臥真加以解決,将会造成項目区耕

地土地硬貨,訟化,紗it,戸量校定前大幅度~F陣,返貧的人

口特選年増加,不収影哨全量的脱貧歩侃述袴影哨全国ノし七

扶貧攻望汁剖的其恥僚友却改普及肋生7k条件巳刻不容乳

妙在必･行｡

(二)改善的対曳

1.尽侠供夏建設林旬長和子基地｡衣作物的伏良品和是

対衣出生戸彰哨最大的国憲｡摘好申子基地養碓汲施建改,全

面供笈供神髄九満足全島衣荒対良和的幣束,是全鼻捷高衣

4



作物戸息吹香水Fl晶品風発展庚･_R･敢為型衣此的重要治雄｡

可以使金具各階物的平均旦戸由現在的毎公凱210公斤扱高

到4,】70公JT-.,最高早戸30%｡

2.塙好土壌的歩合整軌 肥土壌的理化性状恢夏到欠前

水平,侠夏耕地的戸出駆九具体汚濁包括:栄一..対五十寛

大ケ的辻水耕地全面果敢深松､昧顧､旗耕等耕作措施耕喧土

軌第二,大面群推｢桔粁､根壱粉砕述EB'培肥地j],塊高

張合生戸範九第三,有汁利他袷作或賓軒別巳,改善土塊的

確Jk性札降傭土壌的p帽藷軌力各作物空位捷供良好的土

壌条件.

3.改版推｢水宿的エ｢任官乱机風化括映茂木,最高

承句鼻衣並生戸的張合坑夫能力｡目前林旬鼻水穣単音南榎連

木,逐停留在小､中朝育乱人L括秩的低水平酔乱水滴早

戸也只在毎公頃7,500公斤以内,如果大間■秩詫｢水布工｢化

宵乱机概括換沫施BuL,茨木.,本牧可以恭高早戸30-50%,而

且可以全面改善水帝晶庚,過言衣出生jh=的坑夫罷九オ簡便

送頓原引干ヨ本的高科技項目友洋美J立有的作凧

以上項目的其施,対干保辞和改書生悉杯墳,促迂衣此生

戸的尽侠依真布可符族友風雅功林旬最早日航貧敦古布起到

釈放的作用.但是,仇林旬鼻目前情況乳農奴財力有限,■衣

民衆臥 雲把洪漢文書道成約生,F=条件的碇杯茸全快麦到大前

5

･･*･Jl'-･,敵副o-･15*仙句,而且鞘鳩他力物九畑
有夕トカ支払3年剛哉簡保袈到文節水平'

('zg)項目領域和,Ej申帝項目的美東

桝清那是朋鯛鯛鼻糞文最重的的,三舎､京

米､削｣､舶五十卓,項目帖施可便法即卓全部的軒地

醐得到集合整乱交舶靭41
4万公頃,受益人口カ10g,806

人;可約今卓双商連区的鯛生戸全部提高一十室戸管納

れ改納旬真相生軸舶-使全納衣此生戸帥

珂那到細線･bL市加侠明星究后紬生珊根号笈

展妙伐.;

(五)申清ヨ本乱売億資金援励的理由

巣鹿江./G鯛基地赴枚敗平原西北乱売窟胡乱降雨量

少,士皮膚尊,ミ候条件和生戸農相乱尽菅平丸首.市

政触凡年大量放資用テ伐粕改造和郎凱凌滝建駄恒

是, ■目前的生,f･水平和衷田的坑夫能力述御岳下(一得別是九八

憎的洪甑書,使衣雌珊瑚条件遭到,FE重破軌単藁

自己的力是清好生戸供麦,短醐内元浜解決薦_,#E大約隠

力丁尽快細文后生絹麦,舶文変質布問返貧約衣冠脱

貧敦宙,軸具削7三年生,F侠紺凱井考郎IJ･L5宰相

相生戸放水先嵐水稲紬的社会化,丑代化程度高.水蒋

C
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壁)+･的寺止机城性能簸妊.申子生戸､加工机娘和排喧整地机

放浪各先述､性筒伏良｡出bt,特向日本国提出先慎資金技励

韓軌

二.碩ヨ的目的及内容

(-)耳目的目的

1.短期目的

該項目達成后, 1..000公頃的幹子基地可力全具提供玉米､

高架開森幹子和大豆､小麦等目交作物良秤3,250取梯少夕卜

地渦中資衣北星F滞来的旨目世和泊神葬予約各項黄礼文后

迂水的耕地監71i張合整乳pJ'以全面侠夏生戸取九対衣此増戸､

攻究増収有昔十分重要的音叉,.水稲工I'･化合l蚕､机械措辞深

施月巳項∈,可以佳日前四合.多的水稽望,FE鴛力畏高30-50%,早

戸pI送毎公卿,750公斤至11..25()公斤,加快究区衣民親祭翼

言的歩伐.

2.申せ期日的

中子基地項目達成后,可使ホ旬量的良布置蓋率由現在的

9U%提高到LJ8%以上..全具平均単fLt追高tO%,毎公暁増,P:撮

食321公斤,全鼻息戸増加26,750軌年増加牧人2140フざ元,

牧此一項毎年人均増収11U丸 常加上策他措施的蛋合皮用,

DJ'･佳林旬具衣売尽快操舵貧臥

衣出,*'合壁治項目其誰JE,可以使重文区三舎､四今､京

7･

共､軌｣｣
､花田五十き的衣此生)T':読)J全面恢夏..

-1R:･'且可促項

目区叶多衣巴的土壌肥j],雷水俣埼髄j]全面轟高,早戸可

虫丑在的毎公頃3,21O公斤最高到417O公斤,毎公頃増戸飽食

96O公斤乙項目区毎年増戸親食42200軌年増加餐軒数鹿3380

h一元,項目区人均増収422元,可敦全具提前･-1年硯貧,対全

島的尽快脱貧将起到示拒帝功作臥

水稲⊥)-I'化青嵐机概括訣深施BB項目其施嵐将是四合き

放射潅区水稽生戸的一次革命,適正其示範苛功作用,到2002

午,全長五十濯区的1.2万公頃水稲将普遍庄用水帯工｢仕官

乱机概括攻深施肥技禾,按毎公頃増戸30%汁算,毎公頃増戸

水稲2,25O公斤,全具増.F水靴7, 000晩年増加蟹済敦盛3,240

万元,可使肩区衣民人均増加収人360元.

3.上述目的和本項目的美涼

更迭到上述目的,単葉地方政府約雌j]･.物力米英敦衣出

生戸的快遷炭展是カ､不到的;衣売場出自然文筈的影恥自署

能力有限｡凶此 申滞日本国資金援助,是真滝好本項目的美

健所在(.

(二)項目的主要内容及美鍵技米持確

1.和子基地侠友達没項目,供夏蓬没申子田1,OOO公頃c

井捕手チ軌可配書工程建tR,.才J'iJL亀井,修排潅栗東,建厚床和
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脚西域,灼笠必要的没音｡

2･⊥離合豊治矧吾点是舶合､三合､京犬､藍

山､二麺五/卜如4万公頃加耕地逆鞘今整治,主要内容
包臥一別迂水耕地全紺歓･二是有汁測地的乾作或新
家臥改良土*･･三選大師実施析､梶壱粉砕逐乱逆凡

項内容的其Bh-,美佳是机城汝各約配委rDl乱

･311水紅｢･化合･苗技木-合紺鋼帯区摘666公取
建育苗温室150掠及配書的鳩首苗､請鋲､収薮､整地机軌

英夫鰻技柏連綿靴的鯛育苗温室及必各的机磯波客土

(:三)各市没各及器材的配呈汁知
1
1勢子基地汝各及資金配豊

(1)新打和子閃向変套机亀井75眼,含配幸俊各毎眼井5

ち,:/-c..合汁食釦75Jj元,;

(2)鮒寝袋呆6,50(J敗米,息土方1･3万立方米,故人

資金13万元,出原和功衣工自行薮ん

(3)建麻靴神子凱oo岬方米,技琴平方_札ooo元汁

算･苦革帯金1()()力1.7t.,

(4)新打瞭昭軌2,00岬方米,技毎平方湘ot-LL乱共布資
釦6プチ元く

(5)律子戯十竣各l熱毎妻5U万元与

(6)申子積送机磯節台,毎台3万瓦井需安全6万元

(7伸子包衣机機2台Ji･･車台套3万jt･,共需安釦万瓦

(J

(St捕r.T･日射貴､包装生戸甥15万丸

(9)人工汽候友芽触室40平方米,毎平方米凱ooo元汁

真1共筈賢釦J)'丸

(70)配賓屯加5万元

朗目共若鮎680万元人民私共中年那卒園鮒資

金392万元人民市一中方投贋288万札

2･土舶合整治項目汝各窟求及資金配量(勝義l-2)
,

項目盤凱4力`公頃衣軌技毎200公頃耕地関配各-香登地

机械汝各,共帯整地机祇220熱

('l)花謹机22(胤毎台12力7C,井貫資金2･,
640万丸

(2棟松机220台,毎台机軌ooo元,共需資金176万丸

(3浦梓迂田机22略毎台3万･ii,共貫資金660万丸

(4鳩澄紛碑述田机22U台,毎台7,00O7t,共害資金154万

元√.

(5)土壌速効性弟分側量仏土壌全尭全席全砕.*舟測量

収･土壌徴濠元素#Jj畳収各一章,
,温故郎o万丸

此切目共需努釦, 720万ji,申削本国援助安釦o59万

元人民敵中方投資661プア.1f.(.

3･水稲工) -化育苗1A'目,E#君波各及資金配畳

(1)建150掠市棚用有珠温室, @抹茶建改資金13万,i,

10
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･Jt･帯資金1,960万元.,

(2)!･-用水福音政義37万十,毎十需安釦37jt･,溝帯賢

釦3.69方元て

(3)苗床如50冬毎套金額･5,000丸共需資金75万ji,

(i)草書戸税金摺舜机略毎書金凱5万丸共需資金
二 ~∴:-I-_

(5)権河口戸催芽机8e,毎台金額6,00晩共布賢釦8

万元`

(6)棉河口FL脱芸机4台,毎合金蘇2,000元,共苦界釦一8

万元｡

(7)温室整地机4台,毎台全癒l･7万元其若菜金6.8万丸

(8)括秩机4U台,舶金凱2万売,英語資金48万丸

(･9)水滴収割机12台,毎台金釦万元,共驚資金60方舟

(10)水稽本田平地机略毎台金額o.6万;-'c,共需賢金2.4

万元｡

(ll)撞木槽訓費用]0方舟

以上十一項共若紫金2183･49万瓦申請日本国援助資金

1,019万元中方授努l,164.A9万元b

4･中庸ヨ本国援助項目実施所必各的通訳攻寄､汁算机

助至郎o万元, 3額工程持揮､培洲服倉,救究殆粒専用車90

万元｡

Il

巾朔日思索加703･49万元人民W,触5413イ乙目元其

中日方援助資金4･500万元合3･060･I乙日元,占急務安的67%i

中方投Bf2,203･49万元,合11498蛇日元｡■占息投資33%一

力丁尽快其況重夫区林旬易五↑紺地生戸的供東和炭風

潮保火民尽快脱貧致%,黒如細大沃市及林旬鼻各級政府
決心在財力十分農誰的情況下,千方百計寿措資金,保証配香

資金及肘到･k,以便此項目態軌塀利其臥

中浦釣ら･(祝日元,是舶生卵軌99咋7月29日公布

的外氾牌桝十集札当日的純碑併是100ヨ元-6･B元人民帝｡

三.教義坪併

1.宜接受宜人口

本項日重点対三舎､四合､京丸陰山,花田五十9的土

壌連行壕骨盤治,水石工｢化青首項目在四合卓的双南薄区美

風項目宜接受旦人口カ送五十多的全部人口別09,806ん

2.同接受宜人口

項目中的神子基地建後項目,是金具衣売却受益的那,

美音筒十項目対項目周辺的四十多壊也有示範背功作用掴此

項目同接受益人口カ与攻目尻頼部的翠明､宏侍､宗礼生旗

四十.彰媒的凌他人J7
,共汁74,835人.

3.碩目受益面頼

12



項目讃美或塙射林旬具的全市耕敵国此項目受益両班力

8. 37万公頃耕地o

4.如滞米的社会,軽罪致益
(1)社会放益:本項日英施后,林旬具的五十重大き的生

戸姦件将得到全面恢夏和改熱水稽工｢化育苗那的其軌

可便重文的四合阜的水稲生戸向着高戸,伏庚､高先約方向不

断道連｡適正項目的示菰常軌可以加速林旬具金具衣北生戸

的炭展,仇別口快全鼻人民成算教官的歩恥

(2)埜薪敷益

項目建成后由堂済放題更加虚%,申子基地建成后,可年

戸衣作物良和3,250鴫,年例数益在650万元以上,逐可以耳管

渦返費用16.25万元.可便全具的良和覆義幸由現在的90%最

高到98%以上,古均提高空済教義技10元汁軌全鼻毎年可増

収1,250方舟五十多尖施土壌劣合整治以后,可全市轟高衣

作物早戸,平均毎首増戸20%,年可増戸飽食2.640軌年増

笠済敦盛2,102万元｡水屑工｢化育秩項目妥滝后,●年可増戸

伏庚宥米3,000叱,増加坐薪敦盛600万元,毎珠温室逐可道道

譲葉生戸剖収1万元,増加牧人150万元ふ年珠合致郎,640万

元,戸均増収2,1OO元｡咳項目一旦実施,椎｢,必将帯功林

旬鼻水此生PL和鼻城壁節約大友展.

四,烏其他酎1 (第三Eg或国庫観察)的黄泉

13

串那没有向第三国提出中嵐与第二何役有技米食作美

展｡希望日本国野本項目作表伏先約考慮｡

五､項目実施卸1和瓜督郡r'J

l･本項目由駄文江省林旬真人民政胤林旬鼻枇局免

罪其施∧

項目其鹿部｢1盟飲机杓

枇江省林旬長次北見冒

項目管理か公吏
(見政府)

林旬且衣北南

～｢--

林如拙馬力全長触生戸菅鮒歌能町′免責金具

衣地相管理,触粗衣棚倉,救文指粥多即題

草此

3一鹿骨都r1概要

本朋iR'Y矧｢淵加省細則庁,冴附1カ薦尤江
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宮人IrL政府鰍･･十市政歌能部n,免責管理会省約束此生戸､

衣此法臥技木曾作,接木引逆､推,r等多項=作.

六､実施軌､1~的堆許､管理､迄膏茂力

1･親状: (1)巳制定-整蛮戟力先妻的項目建没管理的親

書和外敵制定有攻力奴花的整地和遅筑工程的原意沓収市乳

(2)鼻9政府巳坐没立具有賛現在木､管理及工程施工能力的

項目科研､推｢､実施机軌(3)具､多己研長了幸恵的整地
技水和中子生戸的生乳有詣j]承担項目的実施.(4)所有項

目全部落莫到衣戸,井塩建衣机服弁公司,免喪力衣民提倶机

併服･gh

2.存在rD1凱現有技米人員対部分.臥ヨ本引逆的机域､

器材不完全熱悉,帯逆行鬼期的培訓､研汁､考敷

3.改善汁創:畝撮据項目実施ii在中迭･一歩改逆和完菩

必要的観牽制度和英施舟改..調整必貫朗項目道管机均.
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二一~榔十5 基砧建没項目奨金配葺表
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付-14 無価案件要請書草案

日本国無償援助の申請

黒龍江省林旬県災害後の農業生産の回復計画

中国黒龍江林旬県

要請書原案(未定稿)

1 プロジェクトの背景

1･1 プロジェクトに関する背景

林旬県は黒龍江省の西部､松赦平原の北部に位置し､東経124o 18,から125o 21,､北緯46o
44'から47o 29'の間に位置し､大慶市に属しているo林旬県には8郷､ 2鎮､ 6農牧林漁葦場､

125行政村､ 569自然屯がある｡総人口は25･3万人､農業人口は19.4万人である｡総面積は37.47

万ba､耕地面積は8･37万baである｡地形は平坦で､塩類土壌が多く､辛魅とともに浸水･冠水

し易い｡

気候は北部温帯大陸性季節風型気候区の特徴を持ち､年平均気温2.3℃､年日照時間2,740時

間､有効積算温度1,258℃､無霜期間125日前後､年降水量は300-400mmの間にある｡林旬

県は天然資源が豊富で､草原10万ha､林地2.3万ha､葦地3.2万ha､葦の生産量は年間6万

トンである｡

県内には2つの自然河川(烏裕ホ河､双陽河)と2つの人工河川(北部引赦河､中部引赦河)

が流れ､貯水容量1･17億m3と372万m3の2つのダム(東升ダム､雀家抱ダム)がある｡県の

北部は鶴と多種の野鳥が生息していることで有名である｡また､蓄積された豊富な地下熱資源が

あり､水源は豊富で､熱源は安定しており､かつ､水温は高く､水質良好で､温泉､レジャーの

利用など総合的開発利用の価値がある｡

林旬県は農業と牧畜業の生産において､豊富な自然資源があり､大都市や工業地区から離れて

おり､土壌､大気､水源等自然資源の汚染がなく､無公害自然食品生産の理想的基地である｡

林旬県は毎年､トウモロコシ3万ba､水稲1.2万ba､大豆o.6万ba､小麦0.6万ba､その

佃及び経済作物を2･9万haを作付ており､それぞれの耕地面積に対する比率は360/.､
140/.､ 70/.､

7%､36%である｡1998年は全県が災害によって､食糧総生産量がわずか8･7万トン､単収は70kg瓜a､

農村の1人当り収入は807元であった｡

牧畜業の生産水準は標準的で､乳牛頭数2･4万頭､肉牛(黄牛)2.45万頭､山羊綿羊12.9万頭､

豚14万頭､肉生産量15,140トン､牛乳生産量50,000トン､羊毛生産量550トン､牧畜業総生産額

1億元で農業総生産額の30%を占めている｡

1･2 プロジェクトに関係する洪水災害

98年夏-秋にかけて､我が県及び双陽河上流県において連続した大雨によって､上流域の双

陽河ダムからあふれた水が県内に流入し､百年来の大洪水被害が発生した｡洪水によって全県の

125村､ 569自然屯､ 441620戸､ 17･7万人､及び8.37万haの仝耕地が災害を受け､種子基地

がすべて冠水全滅したoそめうち､ 111村､ 356自然屯が冠水や洪水の範囲にあり､甚大被災村

85､甚大被災屯180∴~甚大被災戸11,150､甚大被災人口39,500人に達した｡災害によって貧困
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戸に戻った農家が3,500戸､災害によって貧困戸となった農家が6,916戸あり､全県の貧困戸と

貧困人口が13,333戸､ 54,665人になった｡

全県の崩壊家屋部屋数は14,491部屋､危険部屋数は27,007部屋､移転避難人口は63,855人

に達した｡全県の被災耕地面積は8,37万ba､災害を受けた面積は7.3万ba､収穫皆無面積は5.8

万baで､それぞれ仝耕地面積の94.9%､ 88.6%､ 70.6%に相当し､ 1,000baの種子基地は全滅

した｡草原の被災面積が8.5万baで全章原面積の85% ;林地の被災面積は1.7万baで全林地

面積の600/.､枯死した幼齢樹林面積は0.6万ha ;死亡大家畜数は565頭と半死亡家畜数11,528

頭;破損送電線28ケ所､ 36.5km､変圧器32ケ所;道路の橋梁16ケ所と函渠19ケ所が破壊､

林依､明龍､林長､林葦､林四道路及び301国道の52kmが洪水で破壊;被災学校31校､被災

衛生院12ケ所などの被害が発生した｡全県の洪水による直接経済損失は､ 10億元以上に達した｡

特に､四合､三合､東輿､隆山､花園の5郷は甚大な被害が発生した｡ 73万畝(48,700ba)の

耕地すべてが冠水､収穫皆無面積が57.66万畝(38,400ha)､ 299自然屯が浸水し､崩壊家屋5,070

戸､ 12,500部屋､8つの自然屯では全体が水没して2万人以上の農民は帰る家が無くなり､ 56,960

頭の家畜が死亡した｡災害後安全な対策を講じたが5つの郷の農業生産の損失額は43,039万元

に達した｡

1.3 災害後の復旧情況

洪水による損失を最低限にするため､林旬県は被災民の自力更生を組織して､積極的に抗災自

救を行った｡一方､被災民を組織して種々の形の生産自救活動を行った｡養殖､加工､サービス､

運輸､労働輸出､水産漁労､商業､修理等の10種以上の業種に従事させ､ 1人当り200元､戸

当り800元､全県で3,487万元の収入を創出した｡

また､被災区住民の生産と生活を解決した｡林旬県は被災住民の住居の解決に重点を置き､1,543

戸3,703部屋を建設､学校10ケ所､敬老院1ケ所を再建した｡同時に耕地の湛水を排水し､ト

ウモロコシの育苗移植栽培､被災地区の生産資金と物質を援助し､湛水地の回復と農地の問題を

解決し､被災民の食糧､燃料､医療村策を行い､被災民の住居､食糧､燃料､衣料､通学､医療､

農地を確保した｡

2 林旬県の災害後の生産回復村策

98年の特大洪水災害は林旬県に巨大な経済損失をもたらし､かつ､全県の農業生産条件と生

態環境に不利な影響を及ぼした｡自然被覆が大きく破壊され､耕地の生産能力を大幅に低下させ､

土壌を固結させ､農作物の生産量を激減させ､もともと貧困な林旬県をさらに悪化させた｡対策

を講じなけ叫ぎ､
←貧困戸となる人口が年々増加し､､林旬県の貧困解消の目標を達成することがで

きないし､農業生産の持続的発展を保証することができない｡農業基礎建設の強化､農業生産条

件の回復と改善を進めることが林旬県の最大の課題としている｡そのため､林旬県は3?の重点

実施プロジキクトを準備している｡

2･ 1 種子基地再建

農作物の優良種子ゐ需要を満足させ､種子生産能力を全面回復するために林旬種子基地を早急
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に建設する｡ 98年の100･年来の水害は種子生産基地を全滅させ､かつ､倉庫､乾燥場､化学試

験室等の基礎設備が破壊され､全県の農業生産用種子の供給を保証することができない｡林旬県

は全県農業生産の持続的発展を保持し､災害後の生産青巨力を向上させるため､洪水被害を受けや

すい現在の種子基地を条件がよい花園郷に建設する計画である｡種子生産耕地1,000haに電動ポ

げ井戸75ケ所を掘削し､標準化種子庫1,000m2､乾燥場12,000m2を建設､種子乾燥機､精選

機､包衣機等機械設備5セッほ購入し､全県に3,250トンの作物良種を供給し､年間650万元以上

の収益をあげ､良種の利用率を現在の90%から98%以上に高め､これだけで2,102万元の増収

になると見込んでいる｡

2.2 土壌総合改良

災害後の土壌理化学特性を改良する｡ 98年の被災後､全県の地力は顕著に低下し､養分が流

出､腐植質含量は2%未満､土壌pHは8.7以上､土壌構造が破壊した｡林旬県は土壌の総合改

良プロジェクトを通して､下士層を柔らかくし､深く耕し､ロータリー耕起し､茎梓根を粉砕し

て耕地に返し､緑肥を輪作等によって総合的な処置を行い､土壌を改良してpHを7.5前後まで

下げ､腐植質含量を5%に高め､農作物の生長に良好な土壌条件を作る｡ 5つの郷の4.4万baを

改良するため整地機械220セットを購入する｡プロジェクトを実施することによって､食糧を年

間2,640け増産可能となり2,102万元の経済便益がある｡

2.3 水稲育苗施設

大面積水稲工場化育苗､機械移植技術によって､農業生産の総合的防災能力を高める｡現在､

林旬県の水稲栽培は小-中規模の温室で育苗し､人力移植の段階で､育苗管理が難しく､病害が

多く､重労働が必要､利益が低いなどの欠点があり､県の水稲平均単収はba当り500kg以下で

ある｡日本から導入する大面積水稲工場化育苗と機械移植､深層施肥技術を普及することによっ

て､日本の科学技術をさらに発揮させるようにする○これらの処置によって水稲の単収を500kg

以下から600kg以上に高め､増産率は30-50%に､かつ､水稲の品質を改善できる｡四合郷の

双南港概区に水稲育苗温室150棟の建設､催芽機､育苗箱播種機､脱若桜､整地磯､移植機､収

穫機等の機械72台を購入する｡

以上の3つのプロジェクトは､四合､三合､東輿､隆山､花園における5郷の農業生産の基

礎条件を改善し､被災地区住民の貧困解消の歩みを速め､全県農村の経済自勺安定生長をもたらす｡

しかし､現在､林旬県の財政は逼迫､農民は貧困で､回復と発展のために県の経済的資金に限ら

れており､洪水による損失を災害前の水準に回復させるためには自力では10-15年を必要であ

るが､外部からの支援があれば3年間で回復し災害以前の水準に達することが可能である｡

3 機械･設備の日本無償援助計画

申請プロジェクトの常額は6,703.49人民元(9.9億円)､その内､日本側援助資金4,500万元

(6･7億円)で670/.､中国側投資額2,203.4･9万元で330/.である｡

激甚被災地区である麻旬県の5郷における農業生産を回復･発展させ､被災民の貧困解消を早
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めるため,黒龍江省､大慶市､及び林旬県人民政府は財政が緊迫している状況にあるが､このプ

ロジェクトの実施に必要な中国側が負担すべき資金を最善を尽くして確保する｡

名称 単位 数量 単価

(1000元)

金額(1000元) 備考

日本側* 中国側*

1種子繁殖基地の移転復旧(種子生産圃場1,000ha)

種子繁殖基地産徴用井戸掘削井 75

13

1,000

50

10

1

0.08

3,146

500

60

60

150

4

604 机電井

用排水路建設(延長6,500皿) 土量1000m3 130 誹濯渠

種子計量包装生産線

種子庫建設 皿2 1,000

天日乾燥場 m2 12,000

1

2

2

1

40

1

960

150

種子乾燥機

種子精選機

種子包衣横

種子自動計量.包装ライン

J_､

Eヨ
｣､

L】

J_､

El

セット

500

30

30

150

人工気象発芽試験室 m} 0.1

配電施設 式 150

計

合計

3,920 2,844

6,764

2塩ーアルカリ土改良(対象面積44,000ba)

トラク夕一台 220 120

8

30

7

300

26,400

深松机心土破砕7lラウ(?)台 220 1,760

茎祥鋤込7○ラウ(?)台 220 6,600 桔杵遠田机

根茎梓粉砕鋤込7●ラウ(?)台 22

元素測

1,540 根株粉砕還田机

土壌分析試験機器セット 900

(速効性養分測定器,仝窒素.仝燐酸.全力リ測定器.敬 器)

計

合計

30,590 6,610 中国側負担項目不明

37,200

3水稲育苗施設

育苗.読莱兼用温室建設(667Ⅲ2/樵) 樵 150 130 7,192

750

12,308 195元/m2

水稲育苗箱? 1000個 370 0.37

5

EF
6

2

17

137

100

水稲育秩盤

温室育苗棚? セット 150

8

8

4

4

40

苗ノ末架

育苗箱播種機(延書産) ⊥ヽ

⊂コ 120 育秩盤播種机

催芽横(梅河口産) _エ､

匡】 48

8

68

催芽机

脱菅機(梅河口産)

温室整地機

Eヨ
ロ

J_､

⊂コ

腕苦机

拝秩机水稲移植模 EI
ロ EEl 480

水稲収穫機
｣_､

口 12

4

1

50

6

100

600 収割机

水田平地機

技術訓練費

_∠へEi

式

24 水稲本田平地机

計

合計

9,290 12,545

21,835

4その他

通信設備.コンゼユ-夕- セット 3

3

100 300

訓練サーヒ○ス.救災指揮車
∠ヽ

R 300 900

計

合計

1,200 0

1,200

総合計 45,000 21,999

66,999

*注:日本､中国側仕分けは,-要請書原案で不明なものは推定による○

元-14.7円
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4 その佃の部門(第3国或いは国際機関)との関係

このプロジェクトに関して第3国への申請､第3国との技術協力は無い｡日本国政府開発援助

の最優先案件として取り入れてほしい｡

5 プロジェクトを実施するための中国側管理機構

5･1 このプロジェクトは黒龍江省林旬県人民政府を経て林旬県農業局が責任を持って実施す

る｡

プロジェクト実施組織機構

5.2 事業概要

林旬県農業局は全県農業生産管理の職能部門であり､全県農業生産の管理､農業法規の執行､-

技術サービス､救災指揮等各種の共益事業の責任機関である｡

5･3 監督部門の概要

このプロジェクトの監督部門は､黒龍江省農牧漁業庁が行う○農牧漁業庁は省人民政府の1行

政職能部門であり､仝省の農業生産､農業法規､技術協力､普及などの管理の責任機関である｡

6 実施部門の維持保護､管理､運営能力

6.1 現状

(1)既に完全にプロジェクトを計画を実施管理する法律規則を制定し､規範的整地と建設工

事の質量検査標準を制定している｡

(2)郷鎮政府は比較的高い技術力､管理及び施工能力､科学研究､普及､実施組織を有して

いる｡

(3)県及び郷鎮政府は､豊富な整地技術と種子生産の経験を蓄積しており､プロジェクトを

実施する能力を有している｡

(4)すべてのプロジキクトは請負制によって農家に任せる｡農業機械サービス公司を設立し

て農民への機械サニビスは無料とする｡
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6.2 問題点

現在の技術者は､日本から導入する機械､機材に村して技術的に不充分であり､短期間の訓練､

研修､考察が必要である｡

6.3 改善計画

プロジェクトを実施する過程で､必要であれば制度､組織等を完全なものに改善する｡

付表-3 林旬県災害後生産復旧援助プロジェクト建設資金配分計画表

付表-4 プロジェクト日本国援助機械機器表
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1998年洪水被害情況及び土壌改良対象面積

単位 四合郷 三合郷 東輿郷 隆山郷 花園郷 合計 全県

基本情況

行政村数

戸

17 17 17 9

21

14 74 125

自然屯数 60 62 65 91 299 569

戸数 5,063 6,019 6,062 2,402 6,953 26,499 67,700

人口 人 21,065 24,069 25,100 9,492 30,100 109,826 253,000

耕地 1000ha 10.93 12.69 10.18 4.85 12.01 50.65 83.70

被災情況

行政村数

戸

17 17 17 9

21

14 74 111

自然屯数 60 62 65 91 299 356

戸数 5,063 5,900 6,062 2,402 5,600 25,027 44,620

人口 人 21,065 21,000 24,440 9,482 26,400 102,387 177,000

成災耕地 1000ha 10.93 ll.67 10.18 4.85 ll.33 48.96 73.00

絶産耕地 1000ha 8.73 8,67 9.51 4.19 7.27 38.37 58.00

湛水草原 1000ha ll.33 6.87 9.67 2.40 21.33 51.60 85.00

農業経済損失 万元 21,000 6,137 6,400 3,866 5,600 43,003

被災比率

行政村数 % loo‰ loo雅 loo‰ loo‰ loo‰ loo‰ 89%

自然屯数 % loo‰ loo瀧 100% loo‰ loo‰ loo‰ 63%

戸数 % loo‰ 98% loo‰ loo‰ 81% 94% 66%

人口 % loo‰ 87% 97% loo‰ 88% 93% 70%

受災耕地 % loo‰ 92%
･100%

loo‰ 94% 97% 87%

絶産耕地 % 80% 68% 93% 87% 61% 76% 69%

土壌改良面積 100〔lha 10.9 ll.6 10.1 4.8 6.6 44.00

導入機械台数 セット 55 63 50 23 29 220

資料:林旬県
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2 内蒙古自治区

第2編 内蒙古自治区鳥蘭察布盟砂漠化防止生態農業建設計画

2. 1 本案件の経緯と調査の目的

標記案件は､ 1998年3月に開発調査案件候補としてADCA調査団がプロジェクトウァインデ

ィング調査を行ったもので､今回の調査は本案件の実施促進を目的としたフォローアップ調査で

あるo 1998年10月に内蒙古自治区政掛ま､この案件を日本政府への開発調査として国家科技部

に提出したo同時に､内蒙古自治区改称ま農業分野のプロジェクト方式技術協力案件として｢農

牧業持続的発展と環境保護科学技術教育センター｣計画を日本政府に要請する準備を進めている

ことを国家科技部に伝えた｡これに対して､国家科技部は､日本政府に要請する内蒙古自治区関

連のプロジェクトとして､いずれかの一方に絞り込む必要があると自治区政府に指示が出された｡

しかし､内蒙古自治区内部では優先順位を決定することができず､結果的に2つの案件を国家科

技部に申請し､国家科技部の判断にゆだねた現状である｡

今回の調査は､標記案件の迅速な調査実施を目的に内蒙古自治区関係者との協議に重点をおき､

下記の内容を実施した｡

プロ技案件の内容確認､及び開発調査案件との関連性､整合性､実施時期や調査内容に

関する調整の可能性

日本政府-の要請順位に関する提言(中国､内蒙古自治区政府内部の問題と認識)

開発調査案件に関する今後の方針及び開発調査開始までの準備

2.2 内蒙古自治区政府の本案件に関する動向及び意見交換

開発調査案件は､自治区農業庁が主導的立場で推進しており､開発調査が実施される場合は､

農業庁及びの農業庁管轄下の関連組織技術者が中国側専門家として調査に参画することになる｡

烏蘭察布盟関係者は要請書の提出後の経過について関心が高く､自治区政府農牧庁に度々経過の

説明を求めており､早急な実施に期待を寄せている｡内蒙古自治区及び烏蘭察布盟政府は開発調

査結果にもとづき､無償資金協力を含めた日本政府の経済協力を強く求めている｡

プロ技案件と開調案件のいずれを優先して日本政府に要請するかは中国側の問題であるが､両

案件のプロ-}.ェクーート目標は共通していることから､調査団は内蒙古自治区担当者(科技委､農牧

庁)に下記の2点を提案した｡

開発調査を先行実施することによって､プロ技案件の目的､内容等を明確にする｡

内蒙古自治区及び中国北西部乾燥地帯における持続的農業発展に関して､開発調査とプロ

技のそれぞれo)特徴と長所を組合せたタイアップ･プロジェクトとLて位置付ける.開発
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2 内裏盲自治区

調査とプロ技の成果(開発計画､研究成果､モデル区建設､教育訓練)をもとに内蒙古自

治区農業分野の総合的プロジェクトとして事業実施を実現させる｡

また､ ADCA調査団は開発調査の実施に向けての準備として､自治区､盟､県､郷鎮の各段

階政府､及び行政柑が計画している具体的なプロジェクトリストを作成することを提案した｡

2. 3 プロ技案件の概要

2.3.1 要請内容

上記の内蒙古自治区政府が要請しているプ_ロ技｢農牧業持続的発展と環境保護科学技術教育セ

ンター(センター)｣の内容は､要請書によれば以下のとおりである｡

目的と背景:

内蒙古自治区の農牧業は改革開放政策のもとに大きな発展を遂げたが､これに伴い農牧業の

持続的発展影響する一連の環境問題が生じている｡これに対して､内蒙古自治区科学技術委員

会は社会的環境意識を高め､今後の参考となる農牧業の持続的発展モデルプロジェクト区とし

て､内蒙古職業技術学院に｢内蒙古農牧業科学技術園区(園区)｣を建設すること決定した｡園

区は､農業科学教育､産業科学研究､養殖(家畜飼養)加工､貿易(流通)･工業･農業を一体化し

た農牧業の高度新技術の集約地区として建設し､園区の教育訓練を通じて､一定水準の新技術

をもち､中間実験､普及､示範的能力を持った人材の養成を行う｡

中日両国の科学技術者は､これまでに内蒙古農牧業の持続的発展と環境保護に関して､共同

研究を進めた実績があり､今後もこれを継続発展させるため本件プロ技協のセンター設立を

JICAに要請することを決定した｡

日本側と協力する内容:

日本から農地整備技術､土壌改良技術､新しい作物､花井･読菜･牧草等の新品種､農産加工

技術､先進農業技術を導入し､園区を持続的農牧業のモデル区として建設する｡

内蒙古職業技術学院では､自治区の農牧業･水利･環境保全･草地分野の指導者､技術者､及

び農牧民に種々の方法で科学技術を教育する｡また､園区の施設を利用して夏季(冬季)学校を

通じて青少年に科学技術教育を行う｡

協力実施期間:

5年間

日本側の提供機材･設備:

試験研究､データ.■解析､教育広報機材を中心に64種類､総額1,200万円のリストを要請書

に添付してある｡_.
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2 内蒙古自治区

両国の専門家:

日本側からの長期･短期専門家の招樗及び中国側からの研修生の派逮

計画と国家発展計画の位置:

｢科学教育｣と｢持続的発展｣は国家の重点政策である｡園区に高度の技術を導入しこれを

利用することによって､示範的科学技術を普及させ､科学と経済の結合を加速させる｡このプ

ロジェクトは園区を創造的な新しい手段を用いて建設することによって､自治区の農牧業持続

的発展の示範区となり､自治区全域に持続的発展をもたらす｡

国内資金源と金額:

内蒙古自治区計画委員会と科学技術協会は園区の節水潅概施設整備や青少年科学園のため資

金を投入する｡

園区の概要:

一 園区は､内蒙古自治区の包頭市から39km､自治区の省都フフホト市から102kmに位置

する土黙特右旗県薩投資鎮にある｡フフホト包頭間は片側(下り方面)のみの高速道路が完

成している｡

一 年平均気温は7･5℃､年降水量は355-420mm､降水の時期は7-9月であるo土壌は砂

質で石襟が多い｡地下水は豊富である｡

一 園区の敷地面積は230ba~を有し､現在の耕地面積79ba､露地読菜地10ba､温室2ha､

養豚場と牛舎(乳牛)を各1ケ所を完成している.耕地としての開発可能地が115haある.

一 園区にある内蒙古職業技術学院は水利館､農業工程実験室､生態環境実験室､植物生理実

験室､コンピューター室､語学実習室を持っている○園区は果樹区､読菜栽培温室､養豚

施設､乳牛飼養施設､農牧場等があり､各種のプロジェクト実施するための基礎的条件が

整っており､実験室の設備は日本側が｢添付書1｣に基づいて提供する｡

園区の建設目標:

-

79haの現有耕地にマイクロスプリンクラー､スプリンクラー､ドリップの3種類の方法

によって節水港概を導入する｡

一 乳牛･肉牛飼養のために､品種改良､優良牧草の導入､飼養･飼料加工･防疫に関する技術

改良､乳牛･肉牛のサービスセンター設立､農民に対して飼養技術の教育訓練を行う.

1施設園芸と･して､既設2haの温室に加え､ 1haの果樹良種繁殖基地を建設し､新しい品

種を導入､読菜･瓜類･花井･果樹の眉木や種子の生産､自然食品の保鮮､包装､加工､貯

蔵技術を導入するとともに読菜･果樹園芸分野の技術者と農民の訓練を行う｡

一 着豚部門は､現有の繁殖母豚200頭を基礎に､繁殖母豚､赤身型優良母豚､商品化仔腺､

肥育豚を飼養･生産可能な保温養豚施設を建設とともに飼養技術､育種､防疫の技術水準

を向上させる豚飼蓉の技術者と豚専業農家を教育訓練する

一

日本の高水準虚地整備技術､塩･アルカリ地改良技術を導入して未利用の115baを開発し､
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2 内蒙古自治区

GPS, GIS､リモートセンシング(RS)の技術を導入し､この技術を習得した科学技術

者を育成する｡

園区の組織図:

センターの合作体制と管理:

センターは､中日双方の協力研究開発及び教育訓練の機関として､プロジェクトの実施段階に

おいては自治区科技委主任を組長とする指導グループを組織して､これがプロジェクトの指導と

全体的統括を担当する｡中日双方から関係学科の専門家から編成する専門委貞会が､研究･開発

活動及び教育訓練の技術路線や実施方法を決定し､かつ､各種の技術教育活動の実施管理に参加

する｡センターには弁公茎を置き､事務書類･財務およびサービスと翻訳を担当する｡

日本との協力完了後は､センターは自治区科技委と自治区科学技術協会が管理し､引き続き発

展させていく計画である｡

2.3.2 プロ技案件に関する所見

要請書から､プロ技案件の内容は下記のようにまとめられる｡
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2 内蒙古自治区

上位目標:

内蒙古自治区の成果がモデルとして､中国北西部乾燥地域の農牧業に波及する

プロジェクト目標:

内蒙古自治区農牧業の持続的発展と環境保護を目的に園区にモデル区を建設し､人材の教育訓

練を行う

成果:

･科技園における農牧業持続的発展モデル区の成果が一般農家に普及する

･科学技術と産業が結合して高生産､高品質､高品質の生産技術が普及する

･各種の共同試験研究によって農牧業の持続的発展､環境保全型農業の総合的成果が得られる

･教育訓練によって先進的技術をもち､かつ､意欲的に活動できる技術者や農民が育成される

活動:

･園区に農牧業持続的発展モデル区の建設

･農地整備､藩概排水､土壌改良､作物学､草地学､植物生理､牧畜､農業機械､水資源､砂

漠化防止､造林､生態環境､環境保全､農畜産物加工､流通等の分野における共同研究

･科学技術と産業の結合

･上記分野における技術者の教育訓練による育成､

･農民に対して先進技術の教育訓練と普及

投入:

中国側

･内蒙古農牧業科技園区の整備

日本側

･先進技術､優良品種など

･内蒙古職業技術学院の研究機材整備

･中長期専門家の派遣

･研修生の受け入れ

｢農牧業の持続的発展と環境保護｣をテーマとしたプロ技で､内蒙古自治区科学技術委員会の

もとに､内豪耳農牧科技園区を本拠地として､内蒙古職業技術学院(内蒙古農牧学院の下部学校)

が主体となって実施する計画であるo内蒙古職業技術学院は農牧科技園の実質的な運営管理も行

っているoまた､自治区科学技術協会(社会団体)は､自治区内の研究者や技術者との調臥外

国からの科学技術の導入や技術者の招碑を担当している○内蒙古職業技術学院のスタッフは､､研

究分野や科学技術の国原交流の実績があり､また､科技園での活動実績から研究や技術において

一定水準に達していると判断できる｡
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現地での説明によれば､内蒙古職業技術学院は内蒙古農牧学院の付属職業訓練学校である｡ 5

つの学科(生物工学､食品加工､栽培管理､情報処理等)があり､園区の施設を訓練実習施設と

している｡学生数は1,200人､学院長は園区の総経理を兼任している｡日本､カナダ､アメリカ､

オーストラリア等の大学や研究所との学術交流を行っている｡

要請書は､プロジェクト名を｢農牧業の持続的発展と環境保護教育センター｣とし､センター

では日本の研究者(大学)などとの共同研究とともに､科技園モデル区の建設､研究･教育訓練

機材の整備によって､内蒙古自治区技術者や農民の教育訓練を行うとなっているが､具体的な課

題や内容に関しては明確にされていない｡研究分野では研究開発の課題と内容は総花的で､教育

訓練分野では対象､手段､目標などは漠然としている｡必要としている研究開発のテーマや普及

すべき技術､普及(教育訓練)方法等を､内蒙古自治区における現状の農牧業や環境の問題分析

を通して明らかにする必要があろう｡その結果をもとに､日中の協力分野､アプローチの方法､

目的とする成果､施設や機材の整備について検討する必要がある｡

内蒙古自治区の現状から下記のようなテーマが想定されるが､これらを含めて絞り込み､具体

化する必要がある｡

･節水蔽概､水資源開発､水管理､寒冷地帯の水利施設管理

･水土保持､侵食対策

･砂漠化防止､砂漠化メカニズム､生態農業システム､生態的営農システム

･防護林､植林

･太陽光利用温室栽培(寒冷期温室栽培)､冬季寒冷地果樹栽培

･土壌保全･改良､塩･アルカリ化防止･改良､塩.アルカリ土地の利用

･品種改良､種子生産･苗木生産供給

･草原の保全と改良利用､草資源利用牧畜

･冬季寒冷地集約家畜飼養

･農畜産物加工･貯蔵､農畜産物流通システム

･技術普及システム
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付-21案件概要

Al)CA平成11年度フォローアップ調査案件概要

農業･農村開発協力案件(開発調査)フォローアップ

様式ト1

中華人民共和国
People's Republ ic of

China

烏蘭察布盟砂漠化防止生態農業建設計画

Ecological Agricultural Development Project on

Desertification Zone in帆11anchabu Prefecture

調査地区名 内蒙古自治区鳥蘭察布盟 Wulanchabu Prefecture, Irmer Mongol Autonomous

Region

相手国
担当機関

内蒙古自治区農牧庁及び

同自治区科学技術委員会

Agricultural Department and Science & Teclmology

Commission, Irmer Mongol Autonomous Region

1事業の背景

烏蘭察布盟では中華人民共和国の建国前後から1950年代にかけて､大量の移民を受け入れ､

食糧増産達成のため､広大な草原を無計画に耕地に開墾し､わずかの林地や潅木も燃料のため伐

採した｡しかし､乾燥･強風など厳しい気象条件で脆弱な自然環境と略奪的農法の継続によって､

多くの農地で砂漠化が進み､風食､植生の退化､生態環境の悪化が顕著になっている.一方､こ

のような農業生態環境下で､農民は低所得を強いられており､貧困地区となっている｡

このような現状から､中国政府及び内蒙古自治区人民政府は､鳥蘭察布盟の砂漠化防止と貧困

人口の生活向上を重視し､ 1991年に全国で20の砂漠化防止対策地区の一つに烏蘭察布盟地区を
指定するとともに､農牧民の貧困村策として作物生産性の向上･水利開発･畜産開発･防護林造成

などからなる､農業､牧畜業､林業を総合した生態農業建設計画を進めている｡

2 事業概要

水利建設(ダム､溜池､導水路､井戸･揚水施設､水路ライニング､送水管路等)

水土保持(植林､侵食防止､保水改善)

林業建設(防護林､経済林(果樹)､育苗圃､採種基地)

基本施設建設(低位生産耕地の改良､良種繁殖基地､農村道路整備､農産加工施設整備等)

その他(農業機械化､ 農牧民サービスステーション､技術普及訓練等)
3 事業費概算

57.4百万元(約861百万円)
4 特記事項

(1)自治区政府は本プロジェクトを九五計画の最優先と位置付け､一部をモデル的実施している

が､日本その他外国で採用されている高い技術や手法の現地適用も含めたMP､ F/Sの要請書を

98年10月に国家科技部へ提出した｡内蒙古自治区と烏蘭察布盟は開発調査後の無償資金協力を
希望している｡

(2)内蒙古自治区は本案件と同時に､農業プロ技案件｢農牧業の持続的発展と環境保護教育セン

ター｣を日本政府に要請したい意向である｡国家科技部は同自治区から単年に2件の要請はでき

ないとして､優先順位付けを指示している｡
･

フォローアップ調査では､両案件の上位目標が共通していることから､調査団は下記の2点を
提案した｡

①開発調査を先行実施することによってプロ技?必要性､プロ技の目的･内容を明確にする
②内蒙古自治区､中国北西部乾燥地帯における持続的農業発展に関して､両案件(開発調査

とプロ技)それぞれの特徴と長所を組合せたタイアップ給合的プロジェクトとして実施する

(3)調査団は､開発調査の実施に向けて､村象地域内の盟レベル､各県レベル､各郷鎮レベルに

おけるプロジェクトリストを整備しておくこ とを申し入れた｡

調査団の構成 石川 尚､王 強 調査実施時期 1999年6月29日-7月15日
北海道開発コンサルタント㈱ 関連企業

海外事業部 担当者 石川尚 011-80ト1592 01ト801-1593
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由衰古自治区鳥皇嚢布盛防止妙義兎.I.
生悪衣申牙麦甲萱項目‥串帯革

｣､･項目名*..
'

内家書色絵区鳥早春奉,里帝止浄湊乾生森泉並牙女
萌杢.･
ー..- ヽ

･
●+ ヽ

中方中音部l'1,

内泰阜自単一区政腐
申方案鹿単位.

~内裏告白 斤並衣区治

四1合作地点.

･
･
-
･

･

ヽ 名望家‥政局

軒家音名東地区(見･*l二.二二急呈周.),.,"

早､.-'寧日早音姶宮地及背貫:
I

.q約二

'',席巻日本産互恵東亜奉或串鐙登子
攻鹿的草木合軌商才虫十十寄合中家
畠莫降嫁苑的量産泉展的残痕森駄●本

肴
｣_
也

義

愛車辻与白本
身羊奉車重毎
刺_kl.卑豊為尤

貴,∴∴遼菰莫鬼貴打法域､■木見打法域略史鼻息必達及■.
足軽域萌杢車/産出嘉子 喜

.1S.'足長項目蓬蒋･身中J8:与良ネ
琴昇各館奉貫多在来濃紫鼻虎o本規封卑奉養身子連*'
募鬼国家九且キ剣呑20iO牟中食顔見長泉真fj喜連赦■や.
串串的方ii-o

ヽ

..1
具体舟宜:

卑盟土地蚤密率直合鍵済度鹿環状的希合議
2､喪家せ自治区以卑息女森泉並鼻息力中･ギ崩

略･親潮オ真申濃キー｡
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､･要点鼻息奉可能合碑卑見綿雪点項音車常世項牟｡青書:

･卑里長テ内家書畠考直中卑,串与蒙奇人民兵奉由●
凄薮,臥轟､牢番孝養軽省､思(音)■■真東,席速筆
少数民貴地区G全霊家母阜1白3本旦,如ヒ真如_o,AY羊,:..'
患歯泰55i370千オ/nTL旦,患人口.273,与万人｡≡･

鼻息由i鼻ア並身衷奉迎,I:衷音jt品.4?手心‡才子
車､轟歯並;者潮見泉毅串本全自治産占有書鼻斌長,
畢車有皇十革具呂家首品
阜o.かエ並以暴食,'喜美

最
I

I

生jk鼻私8ケ草食串':..*湊
再%:､産も弟主.,才阜以岩

阜-&､ぷ骨､
JS封カi,寅封中卒瓦,･J&早朝晶身阜,串葡肴太地-､

,三)ei並的鼻息.阜霊地免通産ケ救民奉鬼区:,衣牧草i･戸由串琴卑
境拳骨敦呈o本土嵐発こ阜鹿∴汐it一戸遵P'章.'ヵ･1.･単
車速一局乱.､中央及自.治家政麻衣潮見的‥d九ギ.常軌
泰2010車中阜顛泉展東都車萌墳森羅車今阜貴書点弁ぇ,
ヤ尊卑地区的寿命,_

阜恩入水資漁才面す泰男三冬汰壌:gF黄河畠域一
冬え河鹿域ゝ *''経年法域亡::･黄河法域轟音土丘庭草妄:車
阜哀史ヂ書,.珂汰泥浄書阜;ネ阜打法域以声虜､阜虜∵
Jj主力i,薮虎夫〕巻数ケ,.◆麹皐執泉水土法泉卓絶
尊卑;え長生森泉並,治零濠砲区的水上洗え,

,ネ磐是及展東亜生jL好寄書,也鼻使者生義孝境オ轟
富貴., ;.･

*

鳥豊泉並以号俸力主,パ水土資*･的牙&･舞子放水車
蕗Bi,.e,牙え的藩家鴨考テ,%l放筆書水子三･.弁雀並始
主義偉勝者五泉･､小麦､産麦､募麦.,･

,葛藤蒼乳者潮
2
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然荷･,-X車上読史,.風車浄化兎主貧者直的;主車栗葵.･
ヂ重砲朝幼者泉牧草鋳え展=,患春草甥杢,全恩A'

地上化
,
.
.

､.鳴

貴家占 苗 ユー
Jヾ∫ -J･･- 地番春繭6C%, '水土うぇ失念薮･占

且奇手串2_ 5%始速度え農,濠区
永見河下寿京 地区鏡革境保_単一

弟
立

}

'
.

ヨ不境何題建一鎗
生者十分 刺.t{

鼻骨者達底痩昇快速卑見中錦上卑珂翠;馬食薄墨
寧介申象沓,言!遺国夕卜必阜的農本立凍,●単車串あ乗車':
布的及展親R.･JIo満奇縁暑中蒙音資昇的泉i,.,草カキ本_
牽済卑串本与畢草丈多幼車合,中打咲合希奉養青草単
車区毎今耳鼻琴養成果希有利子兎オ象各界韓各館萄草
薮泰IJi度ネ野草えo

'

･-･･

亭､~准音与巨万含倍胎内寧‥

†､埠集分新車地区内国土蚤嫁.､.エ並､■泉準､夢主,i
乎草食合後年車申申有美寮費奉信冬,実車考各章薄塩
区奉書一大.漠鹿｡

2､鹿夢 I:■l 錦薮合筆浄ゝ
●

b'銀杏隼､･気象,I:,水車境
虜､車蚤軌土壌蒼乳牛壊資準-､吏郵=阜冬*'寅%=:
額臭資希達草薮条令舟*

,:美麗薄井鼻緒完膚簿カ'･.*寿命c串､飼え竣壕療今弁ぇ年率‥
卵憎冬草2010牟弁ぇ寸凱重民牙冬申車重車車

朝努各骨.約分野篤農,井草早生告藍昇A.轟卑華
富貴,■列出下列泉対項目iぎ

1)飼え東平､.盲%･並t;;貴史1琴今年

.唾-`;

I

･3?I

2)衷並親裁1t,え塑草城没各始引立;
3

J
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∴3)旦森吉毘旦及豆本軽区親潮
･

'4)琴境環薪希農女真速達奴,

阜,I.朝え書孟建設項目的:す一行鹿窄

.1
tI･

●

ラ

農本卑甥｡
東泉舎･.;事･:

l

発了冬扶募歳旦森泉卑牙度単身生井え展由或車座
寧日'i鹿島朝色券土釜鹿婁｣意

餐,実施車法､;二者費月
主席･｡

あ単項定時或略僅
1)･農本淳耕土

､
リ
.
.
.
冒
.

2)J注射遣蕗､凄某社岳

丈
ー･実施主体ー･

±署内･

嵐A!l.国?手鼻長芋長内;*･卑

I)肖.壕宣

3)音教史的産及,億丸首舟的 ･憎
-ラ.ぎ

4)食品工卑牙阜項,a:≡(藩邸冬鳥草薮
･

5)与卑近牢施､.山萄省亘有美的合件頑l

●乍●ゝ車重靖萱車吋両帝覇向.
飼養吋珂

■萌車載嘩

◆

i3+A :;

養眉

2000キ4月互2001年7月･,. ●主卓頭重エ

草本中旬成果者衷2000年セ2月以首完成｡･

華
2

J=L為7消雪率褒由Ef方畢僕的専有
1
､満子萌査境域克頭廷i:- 6万子方谷E,泰斗孝養i･.#::

貴賓貴,肴濃額日本jL遵奉青首与野軌･車重面色阜■帝`
'ノ

.
i
? ).･;

満子寺家嘩杢工作用阜;
キ算女工咋鬼-令,車重キ東泉轟二台.I(鼻中

I
.

ー

WW妻●t_巨ト

l

真申泉一合,･偉鼻親

測量冬蚤,I.1且鼻息長与筑後各;
文字灸空車(中､日ヰ)ュ合o.I
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ヰ五~､与合作春美約資料奉告情況

卑展え蕗為朝索敵由重役車倖周:.

-t各館有考的資卦e)車単車各武者(A,野牛丁)i実弟軌泰打方寺家希書÷垂常的資軌寄食鹿&,yTp巌'

千/i',渇筆后葵準蕗朝野喪章寒音席次'.

･璃杢籍泉鳥,有美内患春希え項目･寄手t3人申泰阜畠･

･
.

串区'd'力止け如挽201埠中泉顛キ.S!11.,葬畢畢襲撃ii.I
.

洗顔え*'婁-i呆取各希有奉藷嵐多車葵祭,.二項年賓今
申及吋落莫,単複寸対顔和英卑｡
十七､対其他斬7和嶺媒酌影碗如帝

●

`卑盈琴ヰ珍菓卑生呑泉草津卑萌壷･.*･.･:･･*;÷琴鼻Tal..
帝集合性工作,.f宅的英和希有家書冬草牙卑尊喪章梯
阜奉養菟倖月岡時希有劫テ琴タF:･象宵鼻阜?･卑了解車中･
牢内家%,吸音樗牛蒼針促卑内家せ冬草拳並冬各年･
学界弁皮革埠申政阜,身琴草生姦革卑,●吏嘩･@･可華冬･.･
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内蒙古自治区烏蘭察盟砂漠化防止･生態的農業開発調査計画要請書

-,計画名称

内蒙古自治区烏蘭察布盟砂漠化防止生態的農業開発調査

二,中国側要請機関

内蒙古自治区人民政府

三､中国側実施機関

内蒙古自治区農業庁､烏盟農業局

四､調査対象地域:

内蒙古烏盟地区(附二の調査対象地域図参照

五､計画要請の目的と背景:

目的:

日本政府の技術協力を通じて､生態的農業分野における日本の経験を学び､内蒙古烏蘭察盟地域の

現状に適した開発計画を策定する｡本計画は鳥盟地域を中心として､黄河流域,永定河流域も含む生

態的農業開発を実施するためのものである｡開発調査に基づき､いくつか緊急性の高いプロジェクト

を提案し,それらの事業を推進してゆく｡これらの事業展開は今後中日両国の経済と貿易交流の拡大

に大きく貢献するであろう｡本計画は､また国家の第九次五カ年計画及び2 0 1 0年中長期発展計画

に唱えた,内陸中西部を重点的に開発するという方針にも合致している｡

具体的内容:

1
､烏盟土地資源と社会経済発展現状の総合調査o

/

2,内蒙古自治区,特に烏盟地域の生態的農業の確立を中心とした総合開発調査計画を策定する｡

3､重点となる旗と県及び開発有望なプロジェクトの選択を行う●■ら

背景:

鳥盟地域は内蒙古自治区の中心部に位置し,北はモンゴル人民共和国を境界とし､西､南,東側は,

他の省､盟(市)と隣接し､内陸辺境少数民族地域に属している｡この地域の東西延長は､ト8 3キ

ロメートル､南北は480キロメートルにも及んでいるo総面積は55, 370平方キロメートル､

総人口は273､ 5万人である｡

鳥盟地域の主な産業は農畜産業､農畜産品の加工業,鉱山業､建築資材業である｡その内の農畜産

業は自治区の中でも重要な位置を占めている｡本地域にはすでに二つの県が国家の食糧供給基地にな
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っており,地域全体の八の旗(県)の食糧は自給可能になっている｡なお,農畜産品加工業では主に

食糧､澱粉類､肉類,毛皮等の加工と行っている｡鉱山業では主に石灰･石膏･石材を製造し､建築

資材業での主な製品は煉瓦･石膏がある｡これらの産業は地域の第二次,第三次産業の発展を支えて

いる｡

鳥盟地域は内陸部辺境少数民族地区に位置し､農畜産業生産の自然環境の厳しい条件下､土砂流失,

風食､砂漠化の傾向がだんだん顕著になってきている｡中央改府及び内蒙古自治区政府が立案した第

九次五カ年計画と2 0 1 0年中長期発展計画の中で,今後,内陸中･西部の開発を優先課題としてと

らえているが,これらの進行を食い止めるための方策も含まれている｡

水資源の視点からみると､鳥盟地域は次の三大流域に分布している,すなわち,黄河流域,永毎河

流域､内陸河流域である｡黄河流域は黄土高原地域に属し､土砂流失がひどく､河に土砂が堆積して

きている:永定河流域は主に石れき･土砂の丘陵によって構成され,標高差が大きい｡植物の被覆も

少なく､土砂の流失が激しい｡土砂流失の改善と生態的農業の確立は,農業生産性の向上のためだけ

でなく､地域の生態環境の保護と改善のためのものでもある｡

鳥盟地域の農業は主に畑作を中心とする農業である｡水資源の開発と利用はまだ低い水準に止まり､

すでに整備された潅概用地でも粗放的な農業技術水準にしか達していない状況である｡この地域の主

要な農産物はトウモロコシ･小麦･そば粉､馬鈴薯等があり､特に馬鈴薯の収穫量は全国収穫量の十

分の-を占めている｡

しかし､土砂流失と風蝕等はこの地域の砂漠化を進行させ､農畜産業の発展を大きく阻害している｡

基本調査によると､風蝕化された土地は全地域の面積の6 0 %を占めており,土砂流失の面積は3 5 %

にも及んでいる,そして,これらの侵食は年間2｡ 5%のスピードで進んでいる｡また,この地域の

環境破壊は,黄河,永定河の下流に位置している北京と天津地域の自然環境にも悪影響を与えてきて

いる｡

本地域の開発において､上述の問題をいかに解決していくため壬tは､･まず,海外での同様の事業実

施権験と先進技術の導入を必要とする｡海外の経験を応用し､先進技術を駆使して,この地域に適し

た開発計画を策定する必要がある｡この開発計画の実施による内蒙古経済の発展は日本の経済界にも

多くのビジネスチャンスをもたらす｡このように中日共同で内蒙古鳥盟地域の総合開発調査を行うこ

とは,今後の中日双方の経済交流にとっても大きな意義をもっているのである｡

六､共同調査の内容:

調査の内容は以下の4つに大別される

1
,調査対象地域における国土資源･工業･農業･第三次産業等の社会経済に関連する資料と情報を

収集､分析する｡また､㌧重点地区と重要な施設に対して現地調査を行う｡

2,収集した調査対象地域の旗(県)レベルの社会経済･自然条件･気候･水文地質･水資源･生物
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資源･交通･生態環境等に関連する資料を分析し､開発調査の方向性と対策案を検討する｡

3､地域総合開発計画(莱)を策定する:

2 0 1 0年までの開発計画を立案する｡開発の可能性と制約条件の結果分析及び社会経済発展と生

態との整合性の検討に基にづいて､次の具体的な計画内容を考える｡

1)農業･畜産業･林業･総合的生態農業建設の全体計画を策定する:

2)農業機械化,大型機械設備の導入:

3 )生態モデル地区及び重点地区の選定

4)環境保護対策及び実施計画とそれに関連する技術訓練

4,優先プロジェクトを選定するためのf/s報告書の作成:

経済発展を牽引するこの生態的農業開発プロジェクトを早く実施するために､事業概要･意義･実

施主体･事業内容･実施方法･事業費用･計画図･工程表等の書類を作成する｡

現時点では､確定している項目は次の通りである:

1)技術の養成:

2)植林･砂漠化の防止:

3)畜産業の施設建設､優良畜種の導入:

4)食品加工業の開発(特に馬鈴薯とそば粉) :

5)隣接している河北省と山西省との共同開発調査:

七､調査期間と期限

調査期間: 13カ月

調査期限: 2000年4月から2001年7月までの間で,主な調査業務と中間報告は2000年1

2月以前に完了する｡

/

八､調査に必要な日本側からの供与機材

1､調査対象地域の面積は1.6万平方キロメートルも及んでいることから,現場での調査業務量が

多くなることが考えられる｡専門家の現地調査に使用する(日本産)ジ-プニ台と中型ワゴン車二台

を提供する｡

2､コンピュータソフトと小型パソコンニ台(その内ノート式一台を含む)

3
,複写機とFAX機それぞれ一台

4､測量機材､ GPS

5､ワープロ(中国語と日本語)二台

九､日本側との資金及び技術協力関係

(なし)
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十,その他第三国及び国際機関との協力関係

(なし)

十-,本プロジェクトの国家開発計画における位置づけ

計画中の黄河流域･永定河流域の生態的農業建設と砂漠化防止事業は,すでに内蒙古自治区及び国

家計画において優先整備と開発地域に指定されている｡本計画は生態的農業の確立と黄河への土砂流

入の減少効果及び永定河水系の浄化効果が見込まれ,延いては高い経済効果と生態効果を発現するた

めのである｡また､北京･天津地区の環境改善にもつながるものである｡

中日両国の調査団が共同で調査を行うことは,地域総合開発計画を策定することを通じて､日本の

六十･七十年代の経済高度成長期における､生態的農業開発の経験を収得する事を可能とし､また､

内蒙古生態的農業整備事業の目標を経済と生態の面において,より効果の高い方向に導くことができ

る｡

十二,本調査のための国内資金とその調達方法について

本調査ための中国側の資金負担は,内蒙古自治区政府･盟政府の財政予算から調達,または,募金

及び国家の関連部門の特別財務予算から調達する予定である｡

十三､調査対象地域の施設及び整備状況

調査期間中､日中両国側の調査団専門家のために､事務所･会議室･休憩室･宿泊及び調査に必要

となる施設を設置する｡宿泊は集寧賓館にし､事務室はオフィスビルを賃貸する予定である｡

十四､中国側の協力体制及び参加人員について

i

中国側が自治区副主席を委員長とし､自治区科技･農業庁･鳥盟政府.･盟農業局等の関連部署の責

任者で構成する｢鳥盟生態的農業開発調査指導委員会｣を設立し,当委員会が本調査の指導に当たる｡

業務は科技と農業庁によって設置された開発調査事務所で処理する｡ ′

′

十五､調査関連資料の準備状況

調査関連の基礎資料についてはすでに収集している｡ (附-参照)調査実施段階に入って日本側の

調査団から新たな資料を要請されれば,中国側が協力する｡

十六,調査後の実施段階における事業黄金準備状況

調査完了後,選定された優先プロジェクトを内蒙古自治区の第九次五カ年計画及び2 0 1 0年中長

期計画に組み入れる｡また,現状に応じて実施工程計画を策定するとともに,プロジェクトを実施の

ために､各機関からの資金の調達と確保に努力する｡

十七､本調査の他の分野への影響について

ー74 -



付-24開発調査要請書

｢鳥盟砂漠化防止･生態的農業開発調査｣は多分野にわたる総合的なプロジェクトであり､その実

施は今後の内蒙古の農業開発にとって,指導的なモデル事業としての役割を果たすことが可能となり､

同時に海外の経済界も内蒙古に対する認識を深めることになる｡これが海外資金の導入にもつながり,

内蒙古農林畜産業の発展と経済開放の基本条件の改善を促進する｡特に､生態環境の保護を考慮した

積極的･建設的な意義を有するプロジェクトになる｡

附の-､

調査の所要期間は1 3カ月, 80人/月,調査工程は次の通りである:

調査期間及び工程(莱)

月順 1 ･2･3･4･ 5･6･7･8･9･ 10･ 11･ 12･ 13

主要調査項目

項地作業

国内作業

報告書 着手報告書 進捗報告書 中間報告書 最終報告書案 最終報告書

調査団員の構成

調査団は次のような専門家によって構成される｡

担当分野 人･月 l

①団長

(参水文地質/水資源

③土地/土壌資源

④生物資源

⑤環境調査/環境保護

⑥生態的農業施設設計

⑦農業経済/農村整備

⑧農業全般

⑨施工計画/積算

⑩軽済分析/財務分析

⑪測量調査

10,0..I

5;･0

71､ o. ,.

6､ 0
f

8､ 0
..

9∴■0

9､ 0

8､ 0

7, 0

6､ 0

5､ 0

合計

附の二､調査対象位置図が添付される
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内常告"碇牧地持錬表層弓師墳保析科技教育中心"
†

.寺.項
枝 光 合`一作

1.切目名称:衣牧此持妹炭展阜杯境保折科技教育中心(筒称
A

[F-･fJL,'')｡

2.巾方申清洲1:内蒙古自治区人民政府
3. q,方其施単位:内蒙古衣牧此科技囲区

･内蒙古自治区科学技木要員会●

4.合作地点:内蒙古衣牧此科技国産

(段内蒙古敵地技木学院院本部)

5.項目桝青目的,背景

申清切目的目的:

･内蒙古目治区是以来牧地力壁併基榔的少数民族自治臥改革升/
放以来衣故地有旋足的笈展,但伴随友鹿出劫了-系列影伯J*L敗北可

持壊笈展的杯境同軌み了捉尉士会的杯墳孝弘建.政一十可岬音盤

的衣牧山狩妹笈展示氾項目区,内崇耳自治区科学技木要員会批准在

内酔古JrP,此技木学院建没.〟内蒙古衣牧地利技国区:Plo(筒称"国区'')

uI,a_q区"要建設成郎l.教､l戸学研,郎iF;url､類工衣一体化的攻琴曲

清新技木酢巨臥廼迫･咽区･p培弟具有輩振一定的高射技木,卵●

新技刺]臥･JIE)L､.示臥瑞射熊力的不l司居次的智髄型人オ｡

研目印清背景:

桃内蒙古衣牧北可特攻笈展-5･杯鳩保折工作,中日双迫科技工作

者横手升展ii･或11:}在-JT一屑若多堺[l]日双辿回併合作切目｡

･ヽ

1
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6.1 "内蒙古衣牧北生戸与生杏弊源綜食考察桝貯,項目,山内

蒙綿北大学博士生醐朝伶巴根教授和日本学木会扶会員､節六郎

部･氏､剛大学牧場金進数授率央･由内蒙古蜘大学,日印L･LIL大

学､蒙媛大学､岐阜大学子九二年合作完成･

. 6. 2 "千早寒冷地区土壌姓法化防治精確的研究-一郎蒙古河蜜

港区掠区影舶例"項目由内蒙古衣北大学､
Ll彦浄水盟河賓港搬管

理息局､.目方剛｣大学和岐阜大学合作研究2QOO年結束･

- 6.3 "内蒙古イ防人牧北持挟友展模式研貯,項目･;由中国衣料

院内蒙古草原研究所副Wr-K､博士生号肺桂栄研究月(1客土) ､目方日

本北里大学ノJ､林裕志教授孝夫,由内蒙古草原研究所､
･内蒙古赤峰市

首牧局,日本北里大学合作,正在汗展･

ヵ丁項目的中清･,一九九ノ峰九月-T一醐三号由内蒙古自治区科

学技木1始､内蒙古科蚕､日本学木会淡紫六郎在呼和浩特市共同主

持召升了"衣牧北特撰J&展与杯墳保折中日双辺国防学米州緒'･

学榊氾会期向自治区発委､人大､政敵政醐専接見丁目方寺家･

日本学木全快別紙､東京大学佐佐木怒彦教授､日本学木全快会員,

地肋学榔連絡会委員-K､北海道大学教授例日田鹿司､･日本学本

会牧舎貝､如柵学研究連絡会薬局-K､瀬京大学大久保忠旦教駄

目本学禾全快卵､･-杯墳工学-連絡会委員旋､旋崎大学高食

宜教軌通連環兄会淡速成丁向日本国JICA息部提出通辻JIC順逆荏

内蒙古衣牧此科技国区成立"衣牧此可持瑛友展与杯･lR脚柵坪数育

中心'意向性意見･

6.畔各与目方合作的内容:

, 6.1ム川本引祉干拓地衣雌各､赴破地改良技木パ価新剛乍

･物､花摘発､･蛸新-引連綿戸品加工技木及牧各及梢柵2
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北技木,把内蒙古衣捌ヒ科技国区建没成在自治区具有示氾作用的可

持妹放牧｣ヒ示煎工程.

6. 2以内蒙古JLn,_'1ヒ技木学院力依托対自治区衣牧北､水利､杯保､

草原領域的幼寺干部､技木人月､ ｢大衣牧民升展多信次､多共通的

科学技木地瑛教育.過辻咽区"内的青少年科技園地和泉(令)今宮

対全区青少年逆行科学技禾普及教育.

7.合作勅限:五年.

8･合作期日方抱卵勺暑差材:(見附表1)

9.避満目本寺家(-に､短期)人数､音曲､対向:I

9.1牧期寺家: 6人

A･衣田推各学科:

i溌)F[金進数授 :'白木岡山大学

B`.弊源生物科学学科:

青山助教授_

C.水紫源学科:

佐藤晃一教授

D.草原学科:

日本FJ山大学

日本愛媛大学

大久保忠旦教授 日■本末京大学

氏.杯墳学科:

高食宜教授

9.2短期寺家:的10人左右

A.衣田蛙各学科･･

赤江叫大数授

大谷孝夫教授

B.水利学科‥

日本牧岐大学

月本剛山大学

日本岐阜大学

-79 -
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三u!T･1助教授

C.草原学科:

小林裕志教授

D.土塊改良学科

小林浩二教授

久旦一別教授

日本京都大学

日本北里大学

日本国故地賂舟公田海外事北部

日本国滋額草立大学

E.故地机械学科.･

毛利建太郎教授 日本岡山大学

F.植物生理重科:

原楓大数授 日本岐阜大学

G､胎抄造林学科(2人) ･

10.派遣中同姓偵生人数､剖k､吋阿:

音此:

フJ甥りキ北

土壌及土壌改良

治沙

草原科学

生恋柿崎

植物生理

作物栽培

管理科学

ll.与目方弊金合作英系:

_3名

3名

3名

3名

3名

3名

2名

i名

元

12.与節三国及国剛L杓的合作夫系:
＼
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七

l.3.+一項目在国家友展汁力川勺地位:

利敏光臥ij].枯瑛友展足我国政肘実施tYJ関大脚駄,咽区"過

辻引払消化南新技木,推｢示馴絡的科技成私加速科投与姪済

的結合.セ的建牧成功将成力全区的衣牧此可持疲示鞍区,由宇咽

区"建復員在釆用例新手段,官必刷物全区衣牧北可時鎮定鳳

14.国内配秦野金的来源与金軌

内蒙古自治区･け剣委員会力咽区"平水港概工程牧野GOO万元

人民別解一期工睡2包o万元人民而巳投人,第二朔款今年披人)
､ ~自

治区糾委､自治区料蜘力咽区"及咽区"内的青少年科技園地技

人100万元人民而.

16.合作地点帆没施及完華程風

日本韓短期寺家完成室内研究教育工作住内蒙古科技増VJJ大様･(此

脚年功=. 2000年底竣工)･.町外工作朋住内蒙古拙技不孝院公

臥 咽区"所在地内蒙古唄曲技凍学院具有水利帽､･刺k工程英教

室､生恋坪墳英盤室､植物生理英教室､什算机工作臥倍音室･

咽区"内果樹区二増育代良銘菓新品新高致朋B型日光温室､相同

非猪乳糖糾ヒ券牛臥衣牧場乳･迭些没推力升展各項工作抱眺良

好的基机上述十即実浪室所求的高梓尖没各由日方按附表一拍供･

16. *方参与合作的榊収常軌号壮技木､和洋人員准各情況:

(i) "中心"的榊Jカ中.日双方合作研究汁友与増VJ]結杓･

t2〕管理如法‥

A. ･lyi目実施附段成立由内蒙古自治区科委主任力組別傾馴､臥

帽項目頓早工作及宏規桐控工作;

B.由中日双方有夫学科寺家組成坤心"寺家委員会,免責制定

_ 8l
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光､汁紳功及酬工作的技木-英Lk-E果,相接参加各Iql

瀬教育格別勺潮IJ一管理工1f
･･

c.成立"中,Ll"亦公室･岬-､財努及-性工作利脈工

I:･.

17.与合作有夫的幣料:
(見附2)

18.対其･E執･1､領域的影称

在噛区,,如咳援肋朋,必相加連判技国区的射帥虐政,

必梢在咽区川崎育出荷脚技畔i
,E梢成測地自治区紺炭展

臓併埠組朋埼育的抑技木及--痛古自細卿rT､

紳庁､水利庁､草原脚単位都会脚示柳指剖乍用･

19.同自方合作締后-畑地立ta7,-#､管理的脚: " _.__1 J
..l-.--

L+. 1r1 1+1

卑称墳保炉衣牧北可持味友展
咳項~日英施

村数中心依

辻程結束之

)'I)a

后,内蒙古

自治卵抽､自治

項目述有滞二期､館三軌･

丁ー -●-I

区科賓奴重管理.由干昇地

自治区科外科英仏其息績
函由扶針恨塀削d1弔'f)'JJy]､卵二'y].H-Hフ‥

'p

舶本朋完脚∵桝移師細目的-妹-抑制委紺 ー▲L_.

_.- 1rT] 1T_I上主T

三脚升友工技木,完成二期､
l引勾対ロ寺家.利用由日万引 人的先述

_82-
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川=･⊥ :
1可-∠〇 ノLJT又女i)FIt訂

.淡各名称
軌格 数量 ･金額

(人酪咋)一:各ー‥i:..I.辛

相克分析細(R(加yhalysisSystem)
A
ロ

2 永田盤?i)'T
帯状器.,

1)elta:rSC州

.脚拙酬丈-庄娼(pres占｣_i.eBcmーbs)
件 1 泉田整冬印

宕仏器:I.
sワC一任カ窒3OO5.

馴fJ誌尉丈(Canon.yⅠnstru"ents.De-

cagonLβarhse1う

凍 1 泉田整各節

需岬.'■.≡:

和L汁.(r'olTWleしers)I-)(,1[n十T脚･件
J 泉田整各所

宗一娼

l醐舶(光合如E,1#L('l''orしnblePー.oL(.is-
･ynしーleSisS_ys[eLll)Cト301PS~

一件
1 iL田盤各P',h',

濡′Tほ~

茎菰汁(SLe‖ド1o､7C,auLr,3)r.1ow32
A
ロ 1 丸田整各[rT

酎文展,

u-1.t1奈東光叶(C11loropllyl1仙oresc即｢

Ice)櫨物故能叶Pli^

十 1 水田整各所
需他界

虹外温鮒(LnfraredTherm珊eしers)十
1 永田登各FrT

需収昇一EvrJr,i,S.し510

多潮紺汁(.ITlultispectra11～adi｡Jleヒ?-
1.S)C【く01)SC州

∴卜 1. 永田登各r)'r
箭収器

｢ielJSi.'cs/7j-.-)tiト(ST1,cc.Lromcしe上.)･1-
i 泉田盤各所

需仏器

-
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淡各4',称. ≠岬赦盤
L金析
(人叩):各漣

虹外細収(lnrr.,1rJ.'1J.rnaL,e;)LC_IⅠ+ 1 丸印盤各rrr
剛史操

中子如汁(NcuLron.I'rotーeCt)N5?3U】て)竹 1 泉田整各[rr
帯状絡:

土壌水馴A([T柑rOllle.Ler)Wescor川ト33′1､件 1 永田整各[rr
常収港

叶水如k(I,syc1.rmeLe'.)tYcsc(,l..ttR-j3,r件 1 永田塵各所
剰ぇ1%四

;有価塊(Gypsしm,Blocks)
･件

i 永田登各所
副え卦

厘)]簿脚丈(SojlMo,istuT.eP,xtractors)
ム.

ロ
) 永田盤各所

sじCr規庄が字催促 杏 I 常伏臥

i壊号水抑(soi~川Tdraulj,c〔bn(1uctl-杏 1 永田盤各所

剰ぇ卦
･:ivity)Sl三CGOe一lpーーI

:'i船脚(soilS去1,..ni.しy) ･奮
1. 泉田塵各Frr

儒,(丈推

I

四 1 永由整各rrr
荷札絡

地境感Bf.j1血面叱号収(GrotmdConductト

-v巾Me[ers)
皇Geon,チ-csEM381畑土船外探測収
:I.Geon†csーiM31地的鯛

i:ge:nn呈…ssT;J詣o^fh#朋鯛●

佃泉分析系統(]m(l!,Te^nalysisSys亡ems)台 200 由壷%rr(
杖豚Winr)T^S

し
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ItJ-∠コ ノ LJl又女i日首

硯各名称 那各 教塵 金牌‥

(人R印)
各注

便鴻式佃秋1.i(I,roしoh1''^l-''.lMcし(汁)
ム
ロ

十

国
_水川盤各)I)1'-箭収殊一

れ酔亜各rrr

C川Cト2∩3

府政汁(solar..imeしers) 1

DclLil:r.'rubeSola1.jfnCLc1.S

r)elLa-'rNeL_Ⅰ～∂(1icxncLe.rs 取扱蕗
ntIーしa-'rqLJ.,】nLtunSensor

I)elta-ー【l..UV､

自義気泉蜘uL珊;iLi占l亨cuLtlCrJSしati-+ ･1 永田塵各所

ons)DclLa-Jr 帯収爆

覗倍嘩絡(McLc∩roLoL巾J-Sensors)+.: -._I

,4t田盤各rh'.削車券

十 1 泉朋絡所
箭収据

数据釆巣即)ataloL.,E.TCrSnC1[a-ワL3000

Ⅰ舶ⅠcROP妹.告管理放件 午 1 泉田整各所
箭収据

1'DR及｢D】～収屠
.十~.

国 `永岬各所
常牧野

沙渡羊′順抑()(哩 + 国 乗組エ典■

東根机:T^NSm1-ー^N.Wfn10W100M24ロ台 10 入国特剛口
L^NSIY^-L∧NSIVB10M/'lOOM24u E) 国

3

-85-



･i.k各4'.称.
舶rr 削i;_-企捌

(人即日)
一年沈

I

′卜 1 入B]-Il寺M)HL蹄由馴i().-I(.")
I

終端JR舟.;#(^cccssScrvcr..)H;十剃帥
A
ロ t 入B]-'l寺剛口

劇帥LAmm/4-f3C
A

P

凄

1

Ll

洲0

入捌寺剛口

捜仲原統及文捌川(IYind()ws()5, 入剛寺岡川

lY]'nJowsNr,wrix､lr[しcー.-n..,〕L/lnしr乙1nCL)

工作袖(微‥抑ys
A

P 入捌寺剛円

PⅠ4()0/:32Mr1(l,/l..44M/CL)

版各港(月城仰Sc_rvcr1,S(,.rvc｢2
A
P 国 入捌寺馴1

入国特剛日-

I℃服各港/6叫/4(;×2/Cl)

)A.各席Scrvcr∧,Servcrn(ⅠnLcrncL)
ム､

ロ

午

ヤト

国

田

sun工作姑/_728M/4(;×2/CT).

大月#F,lR..&扶:.胎下5't)5
,-11]噂育,1.F.)t]

1 朴単音利リF】

;1.1母音,-1w)∩

I..T.I,,-*r-a;i.r,)‖

EK()N■J純綿促

9悦旦DV-7担架州~.札光分光光郎｢
A
P

I

･h子醐史[g:臥)ju'1刑場tjc',
ゝ

什 1

1

tJ

-
-

-

-
【･=

L2



i'Li%7:i}',柿 粗描

･.L1:.

如

I

食鰍
(人凡'-r')

各注

朴単音利')口分子凝ノ剛賢線化歓肘蛸統

生物旦微.%sIJ],哩 ･件

-什

J

1

l

朴草育朴州

朴単音利.)F1

一也.化教学
窒.一丈器

分速据付■;

調音帥×r'-L2(I)()
ム
ロ

索尼Mー〕S-J^t'1I叫叫
A.

_ロ

l 屯北教学

一室収界

此祝断帥トi.[jn(lll7l
A
P (r3 [h,化教学

.射え深

扱剥納L(促鳩杓t州Y-.[^)T'-- 台

台

杏.

1).

1

1

~屯北教学

･窒収灘_

山ヒ教学
主催器

屯化教学
､窒収器.

i)xc-637r)噌イ帥L

屯視屯二!,),j1紬ぷ統

淵仰r-,[1'"2/"2X:"〔'W'.-Rt['-J.1"1n･壷

餐

1

1 屯化数学万迫捜灯1r)()..n.川2V1仙tY)脚脚‖如ー,
扱伽o朋ー.(委)- 早.f丈準

三角尭】'J(,0-t)A 十
.1

屯北教学

軍収界し
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う.!とJJT-1}',称 池川 削1'.,_.･二.:Ft軌
(人tI(-,巾)

-.LJT-止

･rM｢2帥'/,l卿捌i.7()()榊打胤.多-;)JIJi:U台 4 叱北教学
窒収.%

A
ロ

(i 也化薮学
窒化絡

叩丁MV1即槻頻突棚--Wt.i

永逝机(耳芝K1())

v〔:一利(し川-洲)

A

P 国 屯化教学
窒収器

A
ロ

2 tヒ化教学
窒化潔

骨箱(美馴埴) +. ･1 也化教学
封丈牒′

軒音舶(美回皇.-%r:)
ム
ロ

1 ー-じ化教学
窒,f丈器

同声緋鞘摘要克‥郎牡各 件 Ei] 屯化教学
窒′一丈牌

JVC^V-r'7nr槻頻瀬示イ丈 件 1 山ヒ教学
窒収名t

堆下∧JT怖叩榊机 台 1 叱化敦牛
窒収界

r〕rs三維特披('=件套) 杏 :～ ーじ北教_,.J'3-I
窒収牌

守;W:,Bd作糸卿yJ()(け壌 杏 1 叱北教学
窒収界

叶遊離野合^L'L= 令 国 叱化教学
窒収据

ヽ

~.-.~h･･-----Ill--A----●I--.---.-

-
I--------I-----･I----1--･-------1----･･--●l-Il-1ー

-
‥
=
･

′･

)

･
.



付-25プロ技要請書

rI川二
与合作有美的背景材料

-､衣牧北科技国区的自然地割宵況
1.地矧†立澄

咽区"位ナ桐山‖l淋九峰III南麓, 110国娼663公.里二IL臥拒

包央印30公.盟.脚平和浩特市89公埋l拒包共-～-土獣特右旗炉粒舟ヽ__･･--

_
-------I-▼一--

IL一

頃12公乳1

2.自然地#.条件

年iF均気即･ 6て!
;元琴卿1O-16O末一大干10七:f･JU.ii%30･T,3度･

年平均降水鼻356-420un..-主要分布在7-9月t3l.土壌主要力砂

嵐十.掛部分地区妙味琴多･地下水幣輝車乱~

3.現有基軸条件.
現有桝地79公帆可升'&抑也115公帆1P公慨絹地耗兼)t!i

･

2公帆高放1欄撮室,坪内弄指物一十･錐的化葬牛切-十｡

一1･労力幣源
咽区,?有)^事衣牧此生戸的技木工人86比

'r,.交通､屯力条件
岬那告杵市､包央市之固有火事､高速公路､交通十分方便･

包斗｢巨｢友屯畏充足,屯力満足請求.

二､内蒙古衣牧｣k利一技囚区姐真,q,机杓



J 個性"連投l]柘

1. ~'IT7f/JL,}E渦コ二碓

棚有79/LL順桝地釆朋三共方式完成下水鮮紅｢程｡

t.1.1邦仰山釆用桝境港技木;

脚末准､小麦､大豆等作物釆用噴掛

L3偶発錯地裁暗部分釆脚綿､
→僻見室双剛絶

叫離慨-l-･.f･･2･節→胎年六月他部完FR
I -)RT･糾今年･ L

月如-.机促咽区"実刑水軽減系統今年升始迄恥

2.集約化葬牛示範工程

ll)品相良-:満月醐生戸性鵬仇郷朴牛･利用人工朗

印Jj蛸丁揮技木改良衣村脚二挽肉牛品机

12))^日本引近代良牧草品紳繁育推｢｡

L..･n在伺券抜本､伺料加工､疫郎治上釆朋破木･
(.4)建立葬牛社会化服券中心･

tr,)対衣民升展弄醸技木培恥

3.改施国乞建投

(1)在巳建好的2公憤高那能温室州二-蛸､恥締､仰

一錠薬品秤｡
(2=人目本尊国引近状良7E斉新品軌

I･:3)建7公併発国良梢育基地-･宋音読取ノ順､
-I-E-?(･-t柑

前木比良品机

t州建離合品公札引近日本僻､包装､加工､虻荘等技

柵菰菜逆行別口工,升脚脚帥､由尖岬包含品市乳

Ir,=きi順菜凍相国苦界的技米人昂及衣牧臥

4..F建棚同車猪切

(1)在舶馴個那00共馴止打建具有基-硝2000共･畔

痩内型良軒母描1booo尖･商副子掛000央.
-000美的抑榔.,

L
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tJ

IJ)｡

(･.2)伺轟､育槻病粗ヒ上がrL･使棚剛･Elgu･/#カ自治区帽

朝廷券硝別勺排央舟

L3)大力培訓界指寺北技木月及専北戸｡

n:.:i諾荒l諾S&醐絶命技禾･､批破地改良技木t].･11[%末

)1一馴(Jllr･公傾土地,

t1.2).引jLtB:柑綻位系統(eps) ､地郎息系統･((･l.IS),遇感系

馴S).争取締叶咽区" ･Z6･Z公憤朗変成梢准私Ik区.舶

冶R,衣北楕准化提供示苑基胤

(.:n大力培紳地位各技木人員及培糾掌握GPS､系統GIS系統､

RS系統技木的節帳的学木帯英人オ∴

凶､咽区,'技本給城国

7I.,
_q_襲如振

糾技国庄建改g,･*F納蒙古自治郎像料委授人,育舛和枝

副也由内蒙古自治区附加史人･

_
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不･､傾目視号結杓

I.頗阿:

自治区人民政府別.]_-'.席(/Jl管料敦)

_i;.音徳力柏''r'
自治区人吊政府副:=L-.席(.;l管衣牧北)

卿溢末

2.項目領卑小,fR.

姐 故:包室巴特ホ

現 員:抑絶巴根教授

李暢術数授

内蒙古料重刷主任､哨目息負素人

内蒙古衣紋科技国区科技沓洞委員会

主任

境目実施中'jJ-gl衆人

内蒙古衣牧,Jヒ科技国区輩事l･t､内繋

古掛LV.技木学院院牧

内蒙古教委刷主任

内蒙古科委国防別技合作赴副祉･L'<

内蒙古科lみ国防部部-i,'c

3.項目切･洞人:

包 寮 内蒙古科蚕国防科技合作祉剤赴任

肖 1.内蒙古打払国防部部氏

4. "中心"尊家素見会

中方‥糾伯山艮教授 博士生専抑(水幣錬寺家)

李暢坪数授 し衣北水利寺家)

刺延究涌慨授 個日博士,剖ヒ加二痩柳P･,兼馴′掛利

和粒杜高級T.梓仰 仲水離7財

田克力副教授 L水文)

高相徳教授 什域､化学)
し

捷柴研究員 偶日博十.草原寺家.兼寺北榊牌
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､5

併碑十教程 し舟IV.机械)

都云)ll.1･'.F帽k授僧))H争大桶十,高.･1-:FIJ

策茂悦刷教授 個乞宋柑)

仕安祥刷教授 儀莱)

目方:日本国

日本学木台状全局界六部部放 牧順金道教痩r.f拓地階令)

E)本学禾会牧舎局p朝Fl田康司教授け也蛾衣学)

日本学犬舎咲全局_大入イ札忠旦教授(.草原)

日本学木会牧会員 高食宜教授 (衣｣h杯墳)

同Ill大学教授 赤汁剛夫 (土塀物理)

5. "中心"み公室.

主 任 郭希釈

臥‡仁仲 平 練

成･月 経豊平他案孜財争)

迷 茄(文秘.､青眼相棒)I

宋両珍(行政管理)
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